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旧公認室内プール跡地に完成した広場。正門からまっすぐ続くアプローチと開放的なこの空間は、学生たちの憩いと交流を創る新たな拠点として、永く愛されるだろう。

2 1



学長

朔 啓二郎  教授

SAKU Keijiro

　ウィズコロナ時代における社会の動きが見え

始めてきました。世界は大きく変わっていきま

す。これまでの慣例にとらわれない新しい常識

「 ニューノーマル 」を意識し、この時代を力強く

生き抜いてほしいと思います。そして、時代を

リードしていくような人材を目指してください。

福岡大学には、その力を養うための環境が整って

います。

副学長

加留部 善晴  教授

KARUBE Yoshiharu

副学長

小野寺 一浩  教授（ 法学部 ）

ONODERA Kazuhiro

副学長

田中 守  教授（ スポーツ科学部 ）

TANAKA Mamoru

事務局長

米嶋 邦章
YONESHIMA Kuniaki

　大学ではよく学び、楽しんで知識と技能を修得してください。そ
して修得した知識・技能をどう使うかを考えて判断し、表現力やコ
ミュニケーション能力も磨いてください。さらに、人として人間性
に富んだ協働行動ができるようになってください。大学時代の経験
と人との出会いは一生の宝となります。大学生活を通し、変化の激
しい社会にも適応できる人に成長してほしいと思います。

　限界を決めつけず挑戦する。ワンキャンパスの総合大学、福岡大
学ならではの学生生活を豊かにするチャンスは諸君の目の前にあり
ます。チャンスを捉え、チャレンジしてください。「 これから 」だけ
でなく「 これからどうするか 」考え、新たな挑戦をし、それを身に付
ける力を向上させてください。この力こそ激動の時代に求められて
います。

　まずは今年一年健康であること、その上でいろいろなことに精力的
に取り組んでください。正課はもちろんのこと、学友会やボランティア
などの正課外活動にも意欲的に取り組んでみてください。自ら学び、積
極的に活動する中で、社会で求められる「人間力」と「コミュニケーショ
ン力」を身に付けることができます。大切なことは、意識することです。
学生時代に大きく成長できるかは、皆さん自身にかかっています。

　学生生活は「 限られた大切な時間 」であることを認識し、この限ら
れた時間に何にチャレンジし、自己成長の場をどこに見いだすかが
大切だと思います。その手段は正課・正課外の至る所にあり、人それ
ぞれです。明確な「 目標 」を持ちさまざまなことに挑戦し、自分に自
信を付け社会に巣立ってください。本学に広がる多様な環境を十分
に生かし、成長し続けられることを願います。
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長
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特集① 「ようこそ福大へ 」

人文学部長

関口 浩喜  教授

SEKIGUCHI Hiroki

法学部長

山下 恭弘  教授

YAMASHITA Yasuhiro

経済学部長

渡邉 淳一  教授

WATANABE Junichi

商学部長

中川 誠士  教授

NAKAGAWA Seishi

理学部長

林 政彦  教授

HAYASHI Masahiko

　知的に大きく成長できるのは大学生の時です。ぜひ学生時代に自分
の知的な成長を図ってください。そして、「社会で必要とされる力」を
身に付けるだけではなく、皆さんにとって必要な力とは何かを自分の
頭で考え、その力を手に入れるための努力を重ねてください。大学で
の勉学はそのための大きな手助けとなるでしょう。

　思ったことを平易・正確に伝えることを意識して、自らの得意な才能
にしてください。そして、法の適用等を説明する仕方に慣れ親しんで、
他者を納得させる技術を磨いてください。大学は多くの人と出会える場
です。人の多様性に気付き楽しんで、他者を受け入れる度量を広げてく
ださい。これらのことを目指して、大学内にとどまらないさまざまな場
面で大いなる活躍をみせてください。

　大学は学問を修める場です。広く深い教養を身に付けてください。
これは誰にとっても「must」です。とは言え、福岡大学に入学した理
由や在学中に成し得たいことは人それぞれ違います。自分の歩むべき
道を見失わず、易きに流れることなく、学生生活を過ごしてください。
この大学を卒業する時に「自分で自分を褒めたい」と言えるように。

　大学での学習で目指されるべき能力は、技術や社会情勢の変化次第で
簡単に陳腐化してしまうような能力ではなく、もっと長持ちする、使え
ば使うほどバージョンアップされるような能力ではないでしょうか。そ
れは、問題を発見し解決する能力、つまり考える力です。考えることは
言葉を通じてしかできません。読む、書く、聞く、話すの繰り返しが必
須です。それを行う最適の場がゼミナールです。

　気候危機、自然災害の頻発。そして2年前、私たちは“当たり前”を失
いました。武力による抑圧が世界を揺るがせています。激動の世界・社
会状況の中のかけがえのない学生時代、2022年度の始まりです。バー
チャルな手法を活用しつつも、リアルな対人関係、自然とのふれあい、
社会活動を大切にし、揺るぎのない豊かな感性、知性を育んでください。

工学部長

森山 茂章  教授

MORIYAMA Shigeaki

医学部長

小玉 正太  教授

KODAMA Shohta

薬学部長

三島 健一  教授

MISHIMA Kenichi

スポーツ科学部長

米沢 利広  教授

YONEZAWA Toshihiro

　高い専門性を身に付けるには、基礎となる考え方を理解し、着実に
知識を修得していくことが必要です。そのためには、さまざまな問題
や課題の答えを導くプロセスが重要で、「学び続ける」姿勢を身に付け
てください。また幅広い教養と人間力を備え、人類の幸福や地球環境
などを考えることができる技術者を目指してください。

　医療を取り巻く社会情勢は年々厳しくなり、在学中から今後必要とさ
れる医師・看護師像を意識して生活する必要があります。学生時代は医
療人としての自覚を育む時期でもあり、規則正しい生活習慣や日々の勉
学の姿勢を厳守してください。医学教育は応用力が付く様な復習が肝要
です。医学の対象は人です。福岡大学が全国で評価の高い「コミュニケー
ション能力・人間力」をぜひ在学中に身に付けてください。

　新しい発見や知見を学ぶことは最大の喜びだと思います。それを感
じられると、社会の変化に柔軟に対応できる専門力、連携力、そして問
題解決力を備えた実践力が備わります。充実した教育・研究施設を有
意義に利用して、「最新の社会情勢」を意識しながら、学んだ知識・技能・
態度をアウトプットする経験をたくさんしてください。

　大学生活では、クラブ活動や学内外のイベント、ボランティア活動
などに積極的に参加し、他者とのコミュニケーション能力、礼儀正し
さ、夢を実現させていくバイタリティー、逆境や困難な問題などに立
ち向かう人間力を身に付けてください。スポーツ科学部では、「文武合
一」という教育方針のもと実践知と理論知の融合を目標に学びます。
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特集① 「ようこそ福大へ 」

埼 玉

15
滋 賀

5

三 重

9奈 良

22
和 歌 山

10

大 阪

84

京 都

33兵 庫

59

香 川

53

岡 山

92

鳥 取

24島 根

59
広 島

370山 口

676
福 岡

12,372佐 賀

1,118
長 崎

752 熊 本

952

大 分

629

宮 崎

509
鹿 児 島

714

愛 媛

93

沖 縄

249

高 知

21

徳 島

11

東 京

57
神 奈 川

13

群 馬

13
栃 木

13
茨 城

13

福 島

3

宮 城

8

山 形

2

新 潟

9
富 山

7

岐 阜

8

石 川

13
福 井

8

静 岡

20
愛 知

59

長 野

8
山 梨

25

秋 田

0 岩 手

3

青 森

2

北 海 道

43

千 葉

19

な ぜ 、福 大 に ？

　生まれ育った長崎を離れ、新たな環境で自分を
アップデートしたいと考えました。約 2 万人が集う
福大なら、さまざまな考えを持った学友たちに揉ま
れながら新たな価値観に触れ、社会に出る上での基
盤を築くことができると思いました。

な ぜ 、福 大 に ？

　医師の道を目指しつつ、陸上も続けたいと思って
いました。兄が福大を受験した時に、ワンキャンパ
スに医学部も陸上競技場も揃う環境を聞いていたの
で、“ ここしかない ”と思っていました。

後 輩 へ メ ッ セ ー ジ

　「 自ら動いてほしい 」そう強く思います。福大に
は約 2 万人の学生が集いますが、自ら動くことでこ
そ、出会いや交流の機会を多く得ることができるは
ずです。アクションの先に成長がある。そう信じて
学生生活を送ってほしいと思います。

後 輩 へ メ ッ セ ー ジ

　少しでも自分の気持ちが動くことがあったら、思
い切って挑戦してほしい。挑戦してダメでもそれは
決して失敗ではありません。挑戦しなかったことこ
そ失敗です。福大には学生のチャレンジを応援して
くれる土壌があり、仲間がいます。中身の濃い時間
を過ごしてほしいです。

学 生 生 活 を 振 り 返 っ て

学 生 生 活 を 振 り 返 っ て

　朝は陸上競技場で練習、それから授業を 4 限まで
受講し、夕方からまた練習という毎日の繰り返しで
した。忙しい日々でしたが、挑戦したからにはやり
抜くと心に決め、毎日コツコツ、練習と勉強を積み
重ねました。監督をはじめ、いろいろな方の支えが
あって、6 年間を駆け抜けることができました。

全国から集まる福大生
福岡 PayPayドーム約 45 個分の広大なキャンパスに、

学ぶ分野も出身地も違う、色とりどりの学生たちが集う。
ようこそ、福大へ。

自分をアップデートし続けた 4 年間
総務委員会の活動がカギだった

医学の勉強も陸上競技も
両立を目指して駆け抜けた 6 年間

　総務委員会に所属し、2年次
に副委員長、3年次から委員長を
務めた飯島さん。総務委員会は
学友会の執行機関で、諸活動の
企画や運営を行います。在学生
の代表として、各式典での挨拶
も務めました。「福大だからこそ
経験できた4年間」と話します。

　医学部での勉強もさることな
がら、陸上競技部で6年間を駆
け抜けた小池さん。長距離ブロッ
クに所属し、毎日10キロ以上のト
レーニングに励みました。昨年12
月の島原学生駅伝では1区を務
め、堂々の区間2位。10,000m
の自己ベストは30分44秒。在学
中の功績が称えられ、卒業時には
医学部長賞を受賞しました。

小池 明生さん

2022 年 医学部医学科卒業
大阪府立北野高等学校出身

【 大阪府出身 】

飯島 禅仁さん

2022 年 経済学部経済学科卒業
長崎県立長崎東高等学校出身

【 長崎県出身 】

※令和４年４月1日時点在籍者の出身都道府県別データより

※詳細は教育開発支援機構ウェブサイトをご覧ください

　3 年次から総務委員長を務めました。「 大学をよ
り良くしたい 」という思いをモチベーションに取り
組んできました。コロナ禍で、さまざまな活動に多
くの制限があった反面、新たなことにチャレンジで
きる機会も多く、挑戦し続けた 4 年間だったと感じ
ます。
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特集② 「 福岡大学の研究 」

テクノロジーの進化、働き方や生活スタイルの変化、

世界はどんどん変わっていく。

新たな知の探究。そして、社会への還元。

ここ福岡大学で行われる研究にスポットライトを当て、

9 人の研究者に話を聞いた。

福 岡 大 学 の

研究
FUKUDAIL AB

LAB
人文学部歴史学科
渡邉 裕一 准教授

疫
病
を
歴
史
の
側
面
か
ら
読
み
解
き

社
会
に
与
え
る
影
響
や

人
々
の
変
化
を
つ
か
み
考
察
す
る

2004年3月、中央大学文学部西洋史学専攻卒業。06年

3月、早稲田大学大学院文学研究科西洋史専修修士課程

修了。14年5月、アウクスブルク大学言語・歴史学部博

士課程修了。Ph.D.（アウクスブルク大学）。17年4月、

福岡大学人文学部歴史学科講師。22年4月から現職。

P R O F I L E

　

私
は
現
在
、
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
疫
病
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

１
３
４
８
年
に
黒
死
病（
ペ
ス
ト
）
が
大
流
行

し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
全
域
に
広
が
り
、

全
人
口
の
約
３
分
の
１
の
人
が
亡
く
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
蔓
延
し

て
い
な
い
地
域
、
い
わ
ゆ
る
空
白
地
帯
も
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
大
学
院
生
時
代
に
留
学
し
て
い
た
南
ド

イ
ツ
の
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
も
、
そ
の
空
白
地
帯

の
一
つ
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
力
を
つ

け
、
後
の
国
政
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ

う
に
な
る
フ
ッ
ガ
ー
家
と
い
う
豪
商
が
い
る
の

で
す
が
、
も
し
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
で
黒
死
病
が

流
行
し
て
い
た
な
ら
ば
、
フ
ッ
ガ
ー
家
の
成
り

上
が
り
も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
長
期
的
な
観

点
か
ら
み
る
と
、
ペ
ス
ト
の
被
害
を
免
れ
た
こ

と
が
そ
の
地
域
の
経
済
構
造
に
大
き
く
影
響
を

与
え
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
あ

た
り
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学
科
で
出
し
た『
18

歳
か
ら
の
歴
史
学
入
門
』（
彩
流
社
・
２
０
１
９

年
）で
詳
細
を
論
じ
て
い
ま
す
。

　

黒
死
病
の
大
流
行
後
も
、
ペ
ス
ト
は
数
百
年

に
わ
た
り
続
き
ま
し
た
。
は
じ
め
は
神
様
に
祈

り
を
捧
げ
る
だ
け
だ
っ
た
疫
病
へ
の
対
応
が
、

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
、
福
岡
大

学
研
究
推
進
部
の
領
域
別
研
究

と
し
て「
疫
病
の
比
較
史
研
究

チ
ー
ム
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
世

界
史
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
・
地
域
に

お
け
る
疫
病
の
流
行
と
そ
の
社
会
へ
の
影
響
を
比
較
考

察
す
る
共
同
研
究
で
す
。
今
後
も
、
他
の
先
生
方
と
共
同

で
疫
病
の
国
際
比
較
研
究
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

｜ 

先
生
が
取
り
組
む
研
究
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

｜ 

疫
病
の
歴
史
か
ら
分
か
る
こ
と
、

得
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か

感
染
を
繰
り
返
す
中
で
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、
疫
病
に
対
す
る
認
識
に
変
化
が
起
こ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
都
市
で
は
、
ペ
ス
ト
病
院

が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
現
実
的
な
対
策
が
講
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
、
認
識
や
対
応
策
な
ど
、
２
年
前
と
今

で
は
変
化
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

長
期
的
に
振
り
返
り
、
全
体
を
見
て
評
価
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
疫
病
の

歴
史
は
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

疫
病
の
比
較
史
研
究
へ
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LAB
経済学部
江口 昌伍 講師

LAB
法学部

山下 慎一 教授

身
近
な
と
こ
ろ
に
課
題
を
見
つ
け

数
値
や
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て

社
会
活
動
の
改
善
や
目
標
設
定
を
示
す

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を

社
会
保
障
か
ら
考
え
る

2014年3月、九州大学経済学部卒業。18年3月、

九州大学大学院経済学府博士後期課程修了。博士

（経済学）。18年4月から福岡大学経済学部講師。

2006年3月、九州大学法学部卒業。12年3月、九

州大学大学院法学府公法・社会法学専攻博士後期課

程単位取得済退学。博士（法学）。14年4月から福

岡大学法学部講師。22年4月から現職。

P R O F I L E P R O F I L E

　

研
究
分
野
は
環
境
経
済
学
で
す
。
環
境
と
経

済
の
関
連
性
を
示
す
学
問
と
言
い
換
え
ら
れ
る

で
し
ょ
う
か
。
中
で
も
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
に
お
い
て
効
率
向
上
や
改
善
に
役
立
つ
よ

う
な
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
手
掛

け
る
企
業
と
共
同
で
、日
射
量
や
立
地
、ス
ペ
ッ

ク
に
よ
っ
て
変
わ
る
効
率
性
を
分
析
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る

際
に
土
地
の
特
徴
を
把
握
し
、
最
適
な
容
量
や

ス
ペ
ッ
ク
を
数
値
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
国
土
の
限
ら
れ
た
日
本
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
デ
ー
タ

に
基
づ
き
、
最
適
な
条
件
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
必
須
と
思
い
ま
す
。

　

よ
く
研
究
者
の
書
く
論
文
は「
机
上
の
空
論

だ
」
と
言
わ
れ
が
ち
で
す
。
で
き
る
だ
け
実
態

に
即
し
、
実
現
可
能
な
も
の
を
提
示
す
る
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

数
値
分
析
と
い
う
と
、
計
量
経
済
学
や
統

計
学
の
回
帰
分
析
と
い
う
平
均
的
な
傾
向
を

見
る
の
が
主
流
で
す
が
、
私
は「
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
分
析
」
と
い
う
、
最
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
手
法
を
用
い
ま

す
。
さ
ら
に
Ｄ
Ｅ
Ａ（D

ata E
nvelopm

ent 

A
nalysis

）と
い
う
数
理
モ
デ
ル
の
中
で
、
よ

り
実
現
可
能
な
数
値
や
実
態
を
探
し
て
い
き
ま

す
。
最
近
で
は
、
メ
タ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
Ｄ
Ｅ
Ａ

と
い
う
手
法
を
用
い
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

格
差
の
要
因
も
探
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手

法
を
駆
使
し
て
、
社
会
に
還
元
で
き
る
よ
う
な

研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
保
障
法
」を
研
究
し
て
い
ま
す
。
医
療

や
介
護
、
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
を
法
律
学
的

な
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
学
問
で
す
。
私

た
ち
が
風
邪
を
引
い
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
り
し

た
と
き
、
病
院
で
治
療
を
受
け
ま
す
よ
ね
。
そ

の
時
に
支
払
う
治
療
費
は
、
3
割
の
負
担
で
済

み
ま
す
。
こ
れ
は
社
会
保
障
の
仕
組
み
が
あ
る

か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
、
歴
史
的

な
資
料
や
裁
判
例
の
検
討
、
海
外
の
制
度
と
の

比
較
な
ど
を
通
し
て
、
法
的
な
権
利
と
義
務
の

観
点
か
ら
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
2
度
の
引
退
を

経
験
す
る
」と
考
え
て
い
ま
す
。1
度
目
は
、「
競

技
生
活
か
ら
の
引
退
」
で
す
。
第
一
線
か
ら
退

い
た
選
手
の
多
く
は
、
生
活
の
糧
を
得
る
た
め

に
何
ら
か
の
職
に
就
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
時
、
一
般
の
労
働
者
は
雇
用
保
険
が
適
用
さ

れ
、
従
前
の
月
給
の
6
割
程
度
を
得
な
が
ら
就

職
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
ス

ポ
ー
ツ
選
手
は
、「
自
営
業
者
」
と
み
な
さ
れ
、

生
活
費
は
自
ら
工
面
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

2
度
目
は
、「
職
業
生
活
か
ら
の
引
退
」で
す
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、「
低
年
金
問
題
」
に

直
面
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。
一
般
の
労

働
者
は
平
均
し
て
月
額
15
万
円
前
後
を
受
給
で

き
る
の
に
対
し
、
自
営
業
者
扱
い
で
は
国
民
年

金
に
し
か
加
入
で
き
ず
、
平
均
月
額
受
給
額
は

5
・
5
万
円
程
度
で
す
。

　

現
在
、
こ
う
し
た
困
難
に
対
処
す
る
た
め
、

選
手
会
組
織
な
ど
で
助
け
合
い
の
方
法
を
模
索

し
て
い
ま
す
。
私
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
の

は
ま
さ
に
こ
の
助
け
合
い
の
営
み
で
あ
り
、
ど

の
程
度
社
会
保
障
の
不
足
を
カ
バ
ー
で
き
る
の

か
追
究
し
て
い
ま
す
。

窓
の
外
を
眺
め
て
い
て
、「
ど
う

し
て
隣
同
士
の
駐
車
場
な
の
に

駐
車
料
金
が
違
う
ん
だ
ろ
う
」

と
疑
問
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
れ
を

着
想
と
し
て
、
地
価
の
分
析
に
環
境
の

視
点
を
加
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
福
岡
市
で
は
、

福
岡
空
港
付
近
に「
騒
音
対
策
区
域
」が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
の
違
い
が
地
価
に
ど
れ
だ

け
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
調
べ
、
分
析
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
環
境
が
及
ぼ
す
影
響
が「
お
金
」
を
通
じ
て

表
れ
る
こ
と
が
、
環
境
経
済
学
の
面
白
さ
で
す
。

年
金
や
医
療
な
ど
、
社
会
保
障
は
皆

さ
ん
の
生
活
に
深
く
結
び
付
い

て
い
ま
す
。
仕
組
み
は
と
て
も

複
雑
で
す
が
、
制
度
を
知
ら
な
い

と
損
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
皆
を
救
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
分
か
り
や
す
い
制

度
を
ど
の
よ
う
に
構
築
で
き
る
か
。
日
々
考
え
て
い

ま
す
。

｜ 

先
生
が
取
り
組
む
研
究
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

｜ 

先
生
が
取
り
組
む
研
究
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

｜ 

研
究
の
中
で
大
切
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

｜ 

最
近
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手

の
社
会
保
障
に
つ
い
て
研
究
さ
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た

身
近
に
あ
る
環
境
経
済
学

生
活
に
身
近
な
社
会
保
障
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LAB
理学部物理科学科
大前 宣昭 准教授

LAB
商学部

井上 修 准教授

新
し
い
１
秒
を
定
義
づ
け
る

高
性
能
の
光
格
子
時
計
を

実
用
化
に
向
け
て
推
進
す
る

人
間
的
な
行
動
が

会
計
に
も
た
ら
す
影
響
を

実
証
研
究
で
明
ら
か
に
す
る

2006年3月、東京大学工学部物理工学科卒業。11年

3月、東京大学大学院新領域創成科学研究科物質系専

攻博士課程修了。博士（科学）。理化学研究所などを経

て、20年4月から福岡大学理学部物理科学科准教授。

2002年3月、慶應義塾大学経済学部卒業。21年3

月、東北大学大学院経済学研究科博士課程経済経営

学専攻修了。博士（経営学）。公認会計士として約7

年の実務経験を経て、15年4月から福岡大学商学部

助教、18年4月から講師。21年4月から現職。

P R O F I L E P R O F I L E

　

光
格
子
時
計
の
研
究
は
、
東
京
大
学
の
香
取

秀
俊
教
授
が
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
の
受
賞
が
期
待
さ
れ
て
い
る
今
ホ
ッ

ト
な
研
究
分
野
で
す
。
こ
こ
で
言
う
時
計
と
は
、

シ
ン
プ
ル
に
言
え
ば
、
原
子
が
放
出
す
る
光
の

振
動
数
を
計
測
し
て「
何
回
振
動
し
た
ら
1
秒

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
す
装
置
で
す
。
光

格
子
時
計
の
振
動
数
は
、
現
在
世
界
共
通
で
使

わ
れ
て
い
る
セ
シ
ウ
ム
原
子
時
計
よ
り
も
細
か

く
、
1
秒
を
よ
り
高
い
精
度
で
表
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
G
P
S
を
例

に
考
え
ま
し
ょ
う
。
現
在
は
原
子
時
計
が
搭
載

さ
れ
て
い
る
G
P
S
衛
星
と
、
信
号
を
受
信
し

た
端
末
側
と
の
時
刻
の
差
で
距
離
や
位
置
を
特

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
時
間
の
精
度
が

上
が
れ
ば
、
よ
り
正
確
な
位
置
情
報
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
1
秒
に
送
れ

る
情
報
量
が
増
え
、
通
信
の
大
容
量
化
に
も
役

立
ち
ま
す
。

　

現
在
の
光
格
子
時
計
は
、
装
置
自
体
が
大
き

く
実
用
化
し
に
く
い
の
が
難
点
で
す
。
性
能
を

落
と
さ
ず
い
か
に
小
型
化
す
る
か
、
精
度
の
高

い
時
刻
情
報
を
ど
の
よ
う
に
世
界
で
共
有
す
る

か
な
ど
、
実
用
化
に
お
い
て
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。
応
用
の
範
囲
を
広
げ
て
い
く
た
め
の

地
道
な
研
究
で
す
。

　

時
に
は
、
共
同
研
究
で
き
る
企
業
を
探
し
て

連
携
を
模
索
し
た
り
、
も
の
づ
く
り
の
観
点
か

ら
装
置
を
見
直
し
た
り
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
広

が
る
可
能
性
を
期
待
し
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
す
る
た
め
、
日
々
研
究
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　

専
門
は
会
計
学
。
中
で
も「
特
別
損
益
を
用

い
た
利
益
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
行
動
」
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
損
益
と
い
う
の
は
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に

発
生
し
た
損
益
を
通
常
の
経
費
と
分
け
て
計

上
す
る
損
益
の
こ
と
で
す
。
自
然
災
害
や
感
染

症
の
流
行
な
ど
で
臨
時
的
に
発
生
し
た
費
用
等

を
、
別
枠
で
計
上
す
る
も
の
で
す
。
た
だ
、
通

常
の
経
費
で
も
特
別
損
益
に
計
上
し
て
し
ま
え

ば
、「
そ
の
時
た
ま
た
ま
業
績
が
落
ち
た
だ
け

で
、
普
段
は
利
益
を
出
し
て
い
る
企
業
」
と
判

断
さ
れ
ま
す
。
数
字
は
変
わ
ら
ず
と
も
、
業
績

を
良
く
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

特
別
損
益
の
区
分
表
示
は
、
日
本
特
有
の
会

計
ル
ー
ル
で
す
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
、

会
計
基
準
の
国
際
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
日
本
で
の
国
際
会
計
ル
ー
ル
の
適
用
が

ど
の
よ
う
な
経
済
的
帰
結
を
も
た
ら
す
の
か
、

研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

誰
し
も
、「
自
分
を
少
し
で
も
良
く
見
せ
た
い
」

と
思
い
ま
す
よ
ね
。
会
計
の
世
界
で
も
同
じ
で
、

あ
く
ま
で
も
ル
ー
ル
の
範
囲
内
で
数
字
を
ど
の

よ
う
に
計
上
し
表
示
す
る
か
に
よ
っ
て
、
業
績
を

良
く
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が「
利
益

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
行
動
」で
す
。
合
法
の
範
囲
内
で

時
間
と
重
力
は
関
係
が
深
く
、
時

の
流
れ
は
地
球
か
ら
の
距
離
に

関
係
し
て
い
ま
す
。
光
格
子
時

計
の
精
度
が
あ
れ
ば
１
㎝
の
標
高

差
も
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
今
ま
で
な
か
っ
た
世
界
統
一
の
標
高
測
量

基
準
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
よ
り
正
確
な
災

害
予
測
な
ど
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

今
か
ら
約
10
年
前
ま
で
、
公
認
会

計
士
と
し
て
７
年
ほ
ど
監
査
業

務
の
現
場
で
働
い
て
い
た
井
上

先
生
。
現
在
の
研
究
対
象
で
あ
る

「
利
益
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
行
動
」は
、
ま

さ
に
実
務
の
中
か
ら
見
え
て
き
た
企
業
の
傾
向
で
し

た
。「
会
計
の
研
究
か
ら
日
本
社
会
の
経
済
活
動
を
よ

り
良
い
も
の
へ
と
促
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

｜ 

先
生
が
携
わ
る
光
格
子
時
計
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

｜ 

先
生
が
取
り
組
む
研
究
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

｜ 

時
計
の
精
度
が
上
が
る
と
、
ど

ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か

｜ 

利
益
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
行
動
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

時
間
か
ら
、
標
高
差
を
測
定
す
る

実
務
経
験
か
ら
見
え
て
き
た
課
題

L
A

B
K
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Y
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O

R
D

L
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E
Y

W
O

R
D

の
行
動
で
す
が
、
こ
の
手
法
を
使
う
企
業
は
意
外

に
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

研
究
の
際
は
、
株
価
や
財
務
デ
ー
タ
な
ど
の

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
使
い
、
そ
れ
ら
を
分
析
モ
デ
ル

に
当
て
は
め
て
分
析
し
ま
す
。
中
立
的
・
客
観
的

な
立
場
か
ら
会
計
行
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
、
今
後
の
会
計
ル
ー
ル
の
質
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
よ
り
正
し
く
会
社

の
実
情
を
判
断
で
き
、
社
会
全
体
の
経
済
活
動
の

向
上
に
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
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LAB
医学部医学科 細胞生物学講座
角田 俊之 准教授

LAB
工学部機械工学科
山辺 純一郎 教授

体
に
や
さ
し
い
化
合
物
を
使
い

副
作
用
の
少
な
い

抗
が
ん
剤
治
療
薬
開
発
の
実
現
に
挑
む

水
素
の
課
題
に
立
ち
向
か
い

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

世
の
中
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

1996年3月、長崎大学医学部医学科卒業。同年4月、

九州大学医学部泌尿器科講座入局。2003年3月、九

州大学大学院医学研究科臓器機能医学系博士課程修

了。博士（医学）。05年、カリフォルニア大学アーバ

イン校生物化学講座留学。08年4月から福岡大学医

学部医学科細胞生物学講座講師。11年4月から現職。

1996年3月、東京理科大学理学部応用物理学科卒

業。98年3月、東京工業大学総合理工学研究科材料

科学専攻修士課程修了。2005年9月、九州大学大学

院工学府機械科学専攻博士後期課程修了。博士（工

学）。18年4月から福岡大学工学部機械工学科教授。

P R O F I L E P R O F I L E

　

具
体
的
に
は
、
が
ん
細
胞
に
し
か
な
い
タ
ン
パ

ク
質
を
標
的
と
し
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
よ
う
な

人
が
口
に
で
き
る
天
然
物
か
ら
抽
出
し
た
化
合

物
を
基
に
し
て
作
っ
た
抗
が
ん
剤
で
す
。
副
作

用
が
少
な
く
、こ
れ
ま
で
に
な
い
安
価
で
体
に
や

さ
し
い
抗
が
ん
剤
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

恩
師
の
白
澤
専
二
教
授
の
指
導
の
も
と
、

3
D
培
養
で
が
ん
モ
デ
ル
と
正
常
モ
デ
ル
の

細
胞
塊
を
作
製
し
、
体
の
中
に
近
い
状
態
で
が

ん
モ
デ
ル
の
み
に
効
果
を
示
す
化
合
物
を
探
る

方
法
を
開
発
し
ま
し
た
。
得
ら
れ
た
化
合
物
群

を
用
い
て
マ
ウ
ス
実
験
を
行
い
、
副
作
用
が
少

な
く
、
が
ん
に
有
効
性
を
示
す
化
合
物
を
絞
り

込
み
ま
す
。
最
終
的
に
は
そ
の
化
合
物
の
標
的

と
な
る
タ
ン
パ
ク
質
を
探
し
て
い
き
ま
す
。

　

細
胞
生
物
学
講
座
、
先
端
分
子
医
学
研
究
所

（
白
澤
専
二
所
長
）を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
協

力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
う
で
す
ね
。
魚
釣
り
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

で
、
化
合
物
を
細
胞
溶
解
液
の
入
っ
た
池
に
投

げ
入
れ
ま
す
。
た
だ
、
仕
掛
け
が
駄
目
だ
と
何

も
釣
れ
な
か
っ
た
り
、
関
係
の
な
い
も
の
が
釣

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
試
行
錯
誤
の
繰
り

返
し
で
し
た
。

　

私
は「
水
素
脆
化（
ぜ
い
か
）」
と
い
う
、
水

素
に
よ
っ
て
物
質
が
劣
化
す
る
現
象
を
研
究
し

て
い
ま
す
。
水
素
で
走
る
車
は
ご
存
じ
で
す
よ

ね
。
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
極
め
て
少
な
く
、

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
車
で
す
。
し
か
し
、
水

素
の
影
響
を
受
け
な
い
材
料
し
か
使
用
で
き

ず
、
こ
れ
が
水
素
の
車
の
値
段
が
高
い
一
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
同
様

で
、
コ
ス
ト
高
は
水
素
社
会
実
現
へ
の
道
を
阻

ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
安
価
で
あ
り
な
が
ら
水
素
の
影
響
を
受

け
な
い
物
質
や
、
影
響
が
あ
っ
て
も
強
度
を
保

て
る
材
料
を
探
し
、
そ
の
程
度
を
調
べ
る
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
素
及
び
燃
料
電
池
の
自
動
車
に
関
す
る
世

界
技
術
規
則（
Ｇ
Ｔ
Ｒ
：global technical 

regulation

）
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今

ま
で
は
水
素
の
影
響
を
受
け
な
い
材
料
し
か
使

用
で
き
な
い
と
い
う
の
が
基
本
で
し
た
が
、
国

際
会
議
な
ど
に
実
験
結
果
を
持
ち
込
み
提
案
し

続
け
た
結
果
、
水
素
脆
化
の
影
響
が
あ
っ
て
も

耐
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
材
料
と
し
て
使
用
し

て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
が
基
礎
的
な
考
え
方
と

し
て
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
き
な
一

歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

何
十
年
、
何
百
年
と
い
う
長
期
的
な
視
点
で

見
る
と
、
水
素
社
会
を
目
指
す
こ
と
は
環
境
問

題
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
は
ず
で
す
。
こ
れ

か
ら
を
生
き
る
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

医
療
は
進
み
、「
が
ん
は
30
年
後

に『
治
る
病
気
』
に
な
る
」
と
言

わ
れ
て
い
た
1
9
9
0
年
代
。

し
か
し
、
今
現
在
も
多
く
の
疑
問

が
残
り
、
難
治
性
癌
に
対
し
て
は
有
効

な
治
療
法
も
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
病
気
で

苦
し
ま
れ
て
い
る
人
、
そ
し
て
、
健
康
な
人
に
も
役
立

つ
研
究
で
あ
る
こ
と
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
い

ま
す
」と
角
田
先
生
は
話
し
ま
す
。

水
素
脆
化
の
研
究
は
1
5
0
年
ほ

ど
前
か
ら
。
以
前
は「
ど
う
劣
化

す
る
か
」
を
研
究
す
る
の
が
主

で
し
た
が
、
最
近
は「
ど
う
使
え

る
か
」
と
い
う
研
究
に
軸
が
移
っ
て

き
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
そ
の
必
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

｜ 

体
に
や
さ
し
い
抗
が
ん
剤
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

｜ 

今
注
目
さ
れ
て
い
る
、
脱
炭
素

社
会
に
関
連
す
る
研
究
を
さ
れ
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た

｜ 

標
的
と
な
る
タ
ン
パ
ク
質
を
見

つ
け
る
の
に
3
年
か
か
っ
た
と
伺

い
ま
し
た

｜ 

研
究
デ
ー
タ
が
世
界
基
準
の
考

え
方
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
そ
う

で
す
ね

水
素
脆
化
研
究
の
長
い
歴
史

L
A

B
K

E
Y

W
O

R
D

が
ん
治
療
と
の
戦
い

L
A

B
K

E
Y

W
O

R
D

　

そ
の
結
果
、
そ
の
化
合
物
が
結
合
す
る
標
的

（
タ
ン
パ
ク
質
）を
2
つ
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
今
ま
で
が
ん
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
タ
イ
プ
の
細
胞
内
小
器
官
に
存
在

す
る
タ
ン
パ
ク
質
で
す
。
今
後
、
が
ん
の
成
因

に
迫
る
研
究
題
材
と
し
て
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
と

違
う
角
度
か
ら
の
治
療
ア
プ
ロ
ー
チ
に
貢
献
す

る
も
の
と
し
て
、
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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LAB
スポーツ科学部
道下 竜馬 准教授

LAB
薬学部

石橋 大輔 教授

病
気
の
予
防
や
改
善
へ
つ
な
が
る

運
動
の
可
能
性
を
探
り

国
民
の
健
康
づ
く
り
に
生
か
す

治
療
法
の
な
い
希
少
難
病

「
プ
リ
オ
ン
病
」に
向
き
合
い

未
知
な
る
領
域
を
探
る

1999年3月、福岡大学体育学部（現：スポーツ科学

部）卒業。2010年3月、佐賀大学大学院医学系研究

科博士課程修了。博士（医学）。12年4月、福岡大学

スポーツ科学部助教。18年4月から現職。

1998 年３月、福岡大学薬学部卒業。2003 年 3 月、

福岡大学大学院薬学研究科博士課程修了。博士（ 薬

学 ）。科学技術振興機構（JST ）、長崎大学を経て、

20 年 4 月から福岡大学薬学部教授。

P R O F I L E P R O F I L E

　

日
本
人
の
8
人
に
1
人
が
か
か
る
と
言
わ
れ

る
慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
生
活
習
慣
を
持
つ
人
が
罹
患
す
る
の

か
、
当
時
ま
だ
漠
然
と
し
て
い
た
慢
性
腎
臓
病
と

食
生
活
や
運
動
習
慣
の
関
連
性
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
動
療
法
の
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。

腎
臓
が
悪
い
人
は
運
動
を
し
て
は
い
け
な
い
と

長
い
間
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
の

研
究
で
は
、
日
常
的
に
散
歩
程
度
で
も
体
を
動

か
し
て
い
る
人
と
、
全
く
運
動
習
慣
が
な
い
人

で
は
、
全
く
運
動
習
慣
が
な
い
人
の
方
が
人
工

透
析
や
そ
の
後
亡
く
な
る
人
が
多
か
っ
た
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

運
動
の
程
度
に
よ
っ
て
は
病
気
の
進
行
を
抑

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
も
と

に
、
ど
の
く
ら
い
の
強
度
で
あ
れ
ば
腎
臓
に
負

担
を
か
け
な
い
で
安
全
で
効
果
的
に
運
動
で
き

る
の
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
は
、
体
内
時
計
の
乱
れ
に
よ
り
症
状
が
発
症
・

増
悪
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
内
時
計
は

「
時
計
遺
伝
子
」に
よ
り
制
御
さ
れ
て
い
て
、「
運

動
が
時
計
遺
伝
子
に
ど
う
影
響
す
る
か
」
と
い

う
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　

時
計
遺
伝
子
は
、
毛
髪
の
根
本
に
付
着
す
る

毛
包
細
胞
を
観
察
す
る
こ
と
で
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
生
体
リ
ズ
ム
が
あ

り
、
そ
の
リ
ズ
ム
の
中
に
ど
う
運
動
を
取
り
入

れ
、
体
内
時
計
を
整
え
る
運
動
は
何
か
、
タ
イ

ミ
ン
グ
は
い
つ
か
を
探
り
ま
す
。
最
適
な
運
動

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
分
か
れ
ば
、
皆
さ
ん
の
生
活

に
生
か
せ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

感
染
症
で
も
あ
る
プ
リ
オ
ン
病
は
、
発
症
か

ら
数
カ
月
で
体
が
動
か
な
く
な
る
、
致
死
性
の

指
定
難
病
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
筋
萎

縮
性
側
索
硬
化
症（
A
L
S
）と
同
じ
よ
う
に
、

脳
や
脊
髄
の
中
の
あ
る
特
定
の
神
経
細
胞
群
が

障
害
を
受
け
る
病
気
の
一
つ
で
、
日
本
で
年
間

1
0
0
人
ほ
ど
発
症
し
て
い
ま
す
。
大
多
数
は

発
症
原
因
が
分
か
ら
ず
、
治
療
法
も
あ
り
ま
せ

ん
。
原
因
は
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
の
異
常
で
、

私
た
ち
が
持
つ
正
常
な
プ
リ
オ
ン
タ
ン
パ
ク
が

異
常
な
も
の
に
構
造
変
換
さ
れ
、
そ
れ
が
長
い

年
月
を
か
け
て
蓄
積
す
る
こ
と
で
発
症
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
リ
オ
ン
病
を
対
象
に
し
た
研
究
の
歴
史
は

長
い
一
方
、
確
立
さ
れ
た
治
療
法
や
治
療
薬
は
い

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
行
っ
た
治
療
薬
研
究
で

は
、
正
常
な
プ
リ
オ
ン
タ
ン
パ
ク
が
異
常
構
造
に

変
換
し
な
い
よ
う
に
働
く
化
合
物
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
使
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
導
き
出
し

ま
し
た
。
そ
の
化
合
物
で
マ
ウ
ス
実
験
を
行
い
、

異
常
型
プ
リ
オ
ン
が
減
っ
た
と
い
う
結
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
自
然
免
疫
の
観

点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
研
究
等
も
あ
り
ま
す
。

　

タ
ン
パ
ク
質
の
異
常
で
発
症
す
る
病
気
は

「
プ
リ
オ
ン
様（
よ
う
）
現
象
」
と
も
言
わ
れ
、

類
似
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
発
症
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
疾
患
は
、
患
者

数
に
比
例
す
る
よ
う
に
多
く
の
研
究
者
が
い
ま

す
が
、
プ
リ
オ
ン
病
の
研
究
者
は
比
較
的
少
な

い
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
プ
リ
オ
ン
病
の

現
象
論
を
一
つ
つ
か
め
ば
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
や
A
L
S
の
よ
う
な
他
の
関
連
疾
患
の
解

決
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
ま
す
。

普
遍
的
で
本
質
的
な
現
象
の
発
見
・
解
明
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
高
血
圧
の
人
に
は
適
度
な

運
動
が
必
要
と
い
う
の
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実

は
40
年
程
前
は
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
高
血
圧
の
人
の
運
動
の

必
要
性
を
初
め
て
提
唱
し
た
の
が
、
福
岡
大
学
医
学

部
と
当
時
の
体
育
学
部
で
し
た
。
研
究
結
果
は
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
や
治
療
な
ど
に
今
も
生
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
他
学
部
や
企
業
、
地
域
社
会
と
連
携
し

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

近
年
、
石
橋
教
授
は
、
自
然
免
疫
を

視
点
と
し
た
研
究
か
ら
、
Ⅰ
型

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
い
う
タ

ン
パ
ク
質
が
プ
リ
オ
ン
の
感
染

に
対
し
て
抑
制
の
効
果
が
あ
る
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。
い
ま
だ
有
効
な
治
療
法
が
な
い

病
気
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
の
積
み
重
ね
に
よ

り
治
療
法
・
治
療
薬
が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

｜ 

先
生
の
取
り
組
む
研
究
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

｜ 

研
究
対
象
で
あ
る
「
プ
リ
オ
ン

病
」
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

｜ 

昨
年
か
ら
、
新
た
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
研
究
が
あ
る
と
伺
い
ま

し
た

｜ 

プ
リ
オ
ン
病
は
「
治
る
病
気
」

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か

他
学
部
や
地
域
社
会
と
連
携
し
た
研
究

研
究
の
積
み
重
ね
が
治
療
へ
つ
な
が
る

L
A

B
K

E
Y

W
O

R
D

L
A

B
K

E
Y

W
O

R
D
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毎原 智洋さん
MAIHARA Tomohiro

就職先：株式会社麻生情報システム
理学部応用数学科 2022 年卒業

吉村 まどかさん
YOSHIMURA Madoka

就職先：ヤマエ久野株式会社
人文学部教育・臨床心理学科 2022 年卒業

I
C
T
で
教
育
現
場
を
変
え
た
い　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用
が

鍵
に
な
っ
た

　

勉
強
の
楽
し
さ
を
教
え
ら
れ
る
数

学
の
教
員
を
目
指
し
、
入
学
時
か
ら

教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
学
ん
で
い
く
う
ち
に
「
今

の
教
育
で
必
要
な
の
は
I
C
T
だ
」

と
感
じ
て
方
向
転
換
。
教
員
と
は
違

う
角
度
か
ら
教
育
現
場
を
変
え
た
い

と
、
就
活
を
始
め
ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
の
E
S
添
削
や
面
接
指
導

を
活
用
し
た
こ
と
が
内
々
定
獲
得
へ

の
近
道
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の

強
み
は
、
物
事
を
先
読
み
し
て
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
な
こ
と
に
も
柔
軟
に
対
応

で
き
る
と
こ
ろ
。
在
学
中
の
ア
ル
バ

イ
ト
で
身
に
付
い
た
力
で
し
た
。
面

接
指
導
の
中
で
そ
の
強
み
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
、
本
番
で
も
う
ま
く
ア

ピ
ー
ル
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

タブレット
　アプリを活用し、説明会、ES の提出、面接などのスケジュー
ルを一括で管理することができました。

キ ア イ テ ムー

私
の
成
長
ス
ト
ー
リ
ー

4 年次

　就活を続け、株式会社
麻 生 情 報 シ ス テ ム か ら
内々定を得る。教育の現
場を知るために教育実習
にも参加した。

　目指す進路に向けて準
備を始める。インターン
シップや企業説明会に積
極的に参加して視野を広
げた。

3 年次

　数学の教員を目指して
教職課程を履修。学ぶう
ちに、これからは ICT の
教育システムが不可欠だ
と感じる。

1・2 年次

目
指
す
将
来
を
見
据
え
て

早
い
段
階
か
ら
準
備
に
取
り
掛
か
ろ
う

　

就
活
を
始
め
た
の
は
2
年
次
の
8

月
か
ら
。
金
融
系
企
業
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
自

分
に
は
不
向
き
だ
と
感
じ
、
以
降
は

就
活
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

3
年
次
の
2
月
に
な
っ
て
焦
り
を

感
じ
は
じ
め
、
就
活
を
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
。
説
明
会
や
面
接
は
ほ
と
ん

ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
し
た
が
、

相
手
の
話
し
方
や
表
情
か
ら
意
図
を

汲
み
取
り
、
自
分
の
言
葉
で
考
え
を

伝
え
る
重
要
性
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
学
生
時
代
に
接
客
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
長
く
し
て
い
て
、
そ
こ
で
の

経
験
が
生
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　

就
職
先
は
、「
食
」
を
通
じ
て
人
々

の
生
活
を
支
え
る
商
社
で
す
。
大
学

4
年
間
の
経
験
を
最
大
限
に
発
揮
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ノートパソコン
　コロナ禍での就活のほとんどをこのパソコンと過ごしまし
た。面接では、ライトを使用して表情が伝わりやすいよう工
夫しました。

キ ア イ テ ムー

私
の
成
長
ス
ト
ー
リ
ー

4 年次

　4 月に一社から内々定
を得るも、納得がいくま
で就活を続けると決意。6
月にヤマエ久野株式会社
から内々定を得る。

　2 月にインターンシッ
プに参加。3 月からは説
明会への参加や企業研究
に明け暮れる。

3 年次

　8 月に金融系企業のイ
ンターンシップに参加。

1・2 年次

内定を掴むまでのそれぞれのストーリー。

上村 礼二さん
UEMURA Reiji

就職先：株式会社 NTT ドコモ
法学部法律学科 2022 年卒業

部
活
の
経
験
が
就
活
に
生
き
た

目
指
す
方
向
を
定
め
て

ま
っ
す
ぐ
に
進
も
う

　

在
学
中
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で
活
躍
す
る
こ
と
を
目

標
に
日
々
練
習
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

惜
し
く
も
そ
の
目
標
は
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、「
常
に
自
分
の
存
在
意
義

を
示
す
」と
心
に
決
め
、
プ
レ
ー
以
外

の
部
分
で
自
分
の
価
値
を
発
揮
し
て
き

た
自
負
が
あ
り
ま
す
。

　

将
来
の
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
サ
ッ

カ
ー
部
は
3
年
次
の
冬
で
引
退
。
そ
れ

か
ら
は
、「
社
会
的
影
響
力
の
大
き
な

仕
事
」「
常
に
成
長
で
き
自
分
の
価
値

を
高
め
ら
れ
る
仕
事
」の
2
つ
を
柱
に

就
活
を
続
け
ま
し
た
。

　

私
の
強
み
は「
情
熱
を
伴
っ
た
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
こ
と
」。
ま
さ

に
サ
ッ
カ
ー
部
時
代
に
培
っ
た
強
み

で
す
。
面
接
で
も
こ
の
武
器
を
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
内
々
定
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

書籍『 苦しかったときの話をしようか 』
　この本に出合い、就活や自分の人生を見つめ直すことがで
きました。私のバイブルです。

キ ア イ テ ムー

私
の
成
長
ス
ト
ー
リ
ー

4 年次

　社会的に大きな影響力
を持つ業界で、入社後も
成長できる企業を中心に
志望。株式会社 NTT ドコ
モから内々定を得る。

　2 月から本格的に就活
を開始。同じ志を持った
仲間たちとの情報交換や
他己分析を通じて、目指
す業界・就職先を定める。

3 年次

　サッカー部に所属。チー
ムの普及活動やマネジメ
ントで力を発揮し続けた。

1 〜 3 年次

3
年
次
の
失
敗
が
転
機
に

意
識
を
変
え
る
こ
と
が

成
功
へ
の
近
道

　

授
業
や
研
究
に
専
念
し
つ
つ
、
自

分
の
将
来
の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
学

生
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
3
年
次
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る

「
オ
ン
ラ
イ
ン
就
活
キ
ャ
ン
プ
i
n

東
京
」に
参
加
し
、企
業
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
申
し
込
ん
だ
の
で
す

が
、
そ
の
選
考
で
落
選
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
意
識
を
変
え
、

企
業
研
究
や
自
己
分
析
に
真
剣
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
実
際
に
企
業
に
出
向

い
て
雰
囲
気
を
つ
か
む
こ
と
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
分
興

味
を
持
っ
た
企
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
説

明
会
に
は
全
て
参
加
し
、
志
望
す
る

業
界
・
企
業
を
絞
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ノートパソコン
　オンライン面接で自分を最大限アピールできるよう、照明
やヘッドセットにもこだわりました。

キ ア イ テ ムー

私
の
成
長
ス
ト
ー
リ
ー

4 年次

　オンライン説明会で情
報通信システム業界に興
味を持ち始め、株式会社
富士通ゼネラルを志望。

　「オンライン就活キャン
プ in 東京」をきっかけに
就活への意識を変え、本
格的に取り組む。

3 年次

　1 年次から大学の就活
セミナーに参加。２年次
の夏休みを利用して鹿児
島県の企業の 1 日就業体
験にも参加した。

1・2 年次

■新卒者の就活ストーリー

佐野 仁美さん
SANO Hitomi

就職先：株式会社富士通ゼネラル
工学部電気工学科 2022 年卒業
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漠
然
だ
っ
た
夢
が

大
学
の
学
び
で
具
現
化

エ
ン
ジ
ニ
ア
へ
の
夢
が
か
な
っ
た

　

私
は
、
株
式
会
社
安
川
電
機

で
エ
レ
ベ
ー
タ
向
け
の
永
久
磁

石
式
モ
ー
タ
の
開
発
や
設
計
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
入
学
前
か
ら「
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
な
り
た
い
」と
い
う
夢
を
ぼ
ん
や

り
持
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
ど
の

分
野
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
の
か
、ど
ん

な
業
種
が
あ
る
の
か
な
ど
、具
体
的

な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
ず
、
深

く
考
え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
夢
は
、
大
学
に
入
っ
て

か
ら
次
第
に
は
っ
き
り
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
機

械
工
学
科
の
授
業
に
加
え
、
所

属
し
て
い
た
機
械
制
御
系
の
研

究
室
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
あ
り
、

操
作
し
て
い
る
う
ち
に
駆
動
系

モ
ー
タ
に
関
心
が
湧
く
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
か
ら
、

「
将
来
は
モ
ー
タ
設
計
者
に
な
り

た
い
」
と
夢
は
確
か
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
就
職
活
動
は
3
年

次
の
2
月
頃
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

1
、
2
年
次
の
う
ち
に
、
卒
業
に

必
要
な
授
業
は
可
能
な
限
り
受

け
、
就
職
活
動
に
余
裕
を
持
っ

て
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
実
際
に
、
3
年
次
か
ら
企
業

の
情
報
を
収
集
し
た
り
、
筆
記

試
験
の
対
策
を
し
た
り
、
研
究
室

で
の
活
動
と
両
立
さ
せ
な
が
ら

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

3
年
次
の
夏
に
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
も
参
加
し
、
実
際
に
働

く
こ
と
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

で
き
た
の
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

就
職
活
動
が
本
格
化
し
て
か

ら
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

E
S
添
削
や
模
擬
面
接
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
も
受
け
ま
し
た
。
忙

し
い
日
々
で
し
た
が
、
複
数
の

企
業
を
受
験
し
、
自
分
の
夢
を

か
な
え
ら
れ
る
環
境
が
整
う
株

式
会
社
安
川
電
機
に
入
社
を
決

め
ま
し
た
。
将
来
は
、
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
製
品
を
作

り
た
い
で
す
。

株
式
会
社
安
川
電
機

イ
ン
バ
ー
タ
事
業
部
　
技
術
部
モ
ー
タ
開
発
課

本
行 

将
大
さ
ん

（
工
学
部
機
械
工
学
科 

2
0
1
7
年
卒
業
）

自
分
の
決
め
た
こ
と
に
は

ま
っ
す
ぐ
に

周
囲
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
進
も
う

　

私
は
現
在
、
タ
ク
シ
ー
配
車

シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
運
用
を
担

う
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
責
任
者
を

務
め
て
い
ま
す
。

　

勤
務
先
と
の
出
会
い
は
3

年
次
の
冬
、
所
属
し
て
い
た
ゼ

ミ
で
電
脳
交
通
代
表
取
締
役
の

講
演
を
聴
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。「
I
T
は
万
人
を
救

う
た
め
の
手
段
だ
」「
既
存
産

業
に
I
T
を
掛
け
合
わ
せ
て

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
」
そ

の
様
な
話
に
興
味
を
掻
き
立
て

ら
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
同
社
の

福
岡
オ
フ
ィ
ス
が
設
立
さ
れ
、

数
カ
月
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

と
し
て
働
き
ま
し
た
。
既
に
多

く
が
仕
上
が
っ
た
環
境
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
の
手
で
は
じ

め
か
ら
環
境
を
作
り
上
げ
て
い

く
。
そ
ん
な
雰
囲
気
に
ワ
ク
ワ

ク
し
て
、「
こ
こ
で
働
き
た
い
」

と
気
持
ち
は
固
ま
り
ま
し
た
。

　

私
が
就
職
活
動
で
大
切
に
し

て
い
た
の
は
、
周
囲
に
何
を
言

わ
れ
て
も
自
分
の
決
め
た
軸
と

直
感
を
信
じ
て
貫
き
通
す
こ

と
。
他
の
企
業
の
選
考
も
受
け

て
は
い
ま
し
た
が
、
4
年
次
の

6
月
に
入
社
し
た
い
と
い
う

意
思
を
伝
え
、
次
年
度
か
ら
の

入
社
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
を
振
り
返
る
と
、

ゼ
ミ
で
経
験
し
た
こ
と
一
つ
ひ

と
つ
が
、
今
の
私
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
。
起
業
家
の
講
演
を
聴
い
た

り
、
学
園
祭
で
模
擬
店
を
出
店

し
て
経
営
を
学
ん
だ
り
…
物
事

の
捉
え
方
を
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
で
き
ま
し
た
。

　

仕
事
を
通
じ
て
誰
も
が
移
動

に
困
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
生

活
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
や
サ

ポ
ー
ト
に
取
り
組
み
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

株
式
会
社
電
脳
交
通

C
o

m
m

u
n

ic
a

tio
n

 c
e

n
te

r

部

大
村 

美
樹
さ
ん

（
商
学
部
商
学
科 

2
0
1
9
年
卒
業
）

未
知
の
世
界
に
挑
戦
す
れ
ば

知
見
が
広
が
り

や
り
た
い
こ
と
が
見
え
て
く
る

　

オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式

会
社
で
、
販
売
代
理
店
を
通
じ

た
小
売
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
商

品
を
届
け
る
の
で
は
な
く
、
商
品

を
使
う
こ
と
で
人
生
が
好
転
し

て
い
く
よ
う
な『
価
値
』を
届
け

て
い
き
た
い
」。
そ
ん
な
思
い
で

日
々
の
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

在
学
時
は
、
日
々
の
勉
強
と

並
行
し
な
が
ら
、「
働
く
こ
と
」

へ
の
準
備
を
1
年
次
の
秋
頃
か

ら
始
め
ま
し
た
。
企
業
の
説
明

会
に
参
加
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
り
…
ベ

ト
ナ
ム
の
日
系
企
業
で
海
外
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
1
年

間
休
学
し
て
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア

ト
ル
に
渡
り
、
米
国
政
府
系
機

関
で
1
年
間
の
長
期
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
経
験
は

非
常
に
大
き
な
財
産
と
な
り
ま

し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
内
容

は
、
シ
ア
ト
ル
市
や
企
業
を
巻
き

込
ん
で
の
都
市
再
生
事
業
。
私

は
唯
一
の
日
本
人
で
、
不
安
や
孤

独
と
闘
い
な
が
ら「
日
本
人
と

し
て
の
価
値
を
い
か
に
提
供
す

る
か
」を
意
識
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界

の
方
の
話
を
聞
き
、
新
聞
や
企
業

の
I
R
情
報
か
ら
デ
ー
タ
も
得

て
、
志
望
企
業
を
絞
り
込
ん
で
い

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
国
内
で

医
療
費
増
大
や
地
域
医
療
格
差

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
そ
の
課
題
解
決
を
通
じ
て
社

会
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ム
ロ
ン
ヘ

ル
ス
ケ
ア
は
、「
地
球
上
の
一
人
ひ

と
り
の
健
康
で
す
こ
や
か
な
生

活
へ
の
貢
献
」と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
た
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

共
感
し
て
入
社
を
決
め
、
今
も
そ

の
決
断
に
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式
会
社

国
内
事
業
本
部
　
健
康
機
器
営
業
部

古
後 
陸
さ
ん

（
法
学
部
経
営
法
学
科 
２
０
２
０
年
卒
業
）

■卒業生の就活ストーリー

目
指
す
進
路
の
実
現
に
向
け

一
生
懸
命
取
り
組
も
う

　

福
岡
大
学
筑
紫
病
院
の
脳
卒

中
セ
ン
タ
ー
で
看
護
師
と
し
て

勤
務
し
て
い
ま
す
。
看
護
師
を

目
指
し
た
き
っ
か
け
は
高
校

時
代
。
部
活
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
し
て
い
た
私
は
、
部
員
が
急

に
倒
れ
た
時
に
先
生
を
呼
ぶ
こ

と
し
か
で
き
ず
、
何
も
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
悔
し
さ
と
も
ど

か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。「
自

分
の
周
り
で
異
変
が
起
き
た
時

に
最
大
限
尽
く
せ
る
人
に
な
り

た
い
」。
こ
の
目
標
を
か
な
え

る
た
め
、
医
学
部
看
護
学
科
に

入
学
し
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
は
日
々
の
勉
強
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
カ
フ
ェ
や

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
経
験
し
ま
し
た
。
周
囲

を
見
な
が
ら
仕
事
を
す
る
力
、

相
手
の
話
を
よ
く
聞
き
取
る
力

は
、
こ
の
経
験
で
養
わ
れ
た
も

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

目
指
し
て
い
た
看
護
師
に

な
る
た
め
、
就
職
活
動
に
も
真

剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
合
同

説
明
会
で
各
病
院
の
理
念
や

勤
務
体
制
、
教
育
制
度
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
。
自
分
の
力
は
ど
こ

で
生
か
せ
る
の
か
を
常
に
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
病
院
見
学

に
も
足
を
運
び
ま
し
た
。ま
た
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
就
職
支

援
制
度
も
フ
ル
活
用
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
特
に
模
擬
面
接
で

は
、
面
接
に
臨
む
時
の
礼
儀
や

姿
勢
な
ど
、
細
か
い
点
ま
で
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
は

緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
練
習

を
重
ね
る
う
ち
に
自
分
の
伝
え

た
い
こ
と
を
ま
っ
す
ぐ
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
目
指
す
進

路
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密

に
取
り
、
患
者
さ
ん
の
希
望
に

寄
り
添
え
る
よ
う
な
看
護
師
を

今
後
も
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

福
岡
大
学
筑
紫
病
院

看
護
部
　
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

中
村 

倫
さ
ん

（
医
学
部
看
護
学
科 
２
０
２
０
年
卒
業
）

きっと大丈夫

目指す自分をイメージしよう

どんな選択も間違いじゃない

正解にするための努力を続けよう

早めの準備がカギ

将来の自分をイメージしよう

チャレンジの先に

世界が広がっている

　就職活動は想像以上にハード
なものですが、目指す自分をイ
メージし、その実現に必要なこ
とを少しずつクリアしていきま
しょう。

　自分の思うような結果になら
なくても、それは失敗でも間違
いでもありません。自分の選択
を正解とするため、努力を続け
てみてください。

　反省点を挙げるならば、もっ
と早めに業種を絞っておけばよ
かったかもしれないと思います。
早い段階からゴールまでの筋道
を立てることを意識しましょう。

　就職活動は自分を見つめ直す
大きなチャンス。またそれは、新
たな自分を見つける機会でもあり
ます。チャレンジした先に広い世
界が待っています。
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大
学
で
の
学
び
や
部
活
動
の
経
験
が
力
に

経
験
は
予
期
せ
ぬ
と
こ
ろ
で
力
に
な
る

そ
こ
で
、
同
行
し
て
い
た
商
社
の
方
が
流
暢
な
外

国
語
で
商
談
を
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
姿
に
憧
れ
た

ん
で
す
。
ド
イ
ツ
語
学
科
を
選
ん
だ
の
も
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
す
。
ま
た
、
入
学
後
の
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
経
験
か
ら
、『
自
分
は
人
を
笑
顔
に
す
る

こ
と
が
好
き
で
、
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
で
幸

せ
を
感
じ
る
ん
だ
』
と
知
り
ま
し
た
。
経
営
者
と

い
う
立
場
は
苦
労
も
絶
え
ま
せ
ん
が
、
社
員
の
仲

間
が
生
き
生
き
と
笑
顔
で
働
く
姿
を
見
る
と
、
頑

張
っ
て
築
い
て
き
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い

ま
す
」
と
篠
原
さ
ん
。

　

ブ
ル
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
海
外
の
方
が
来

日
さ
れ
た
際
に
、
伝
統
工
芸
体
験
や
お
花
見
、
日

本
食
を
と
も
に
楽
し
む
こ
と
な
ど
を
仕
事
の
一

環
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
私
自

身
、
海
外
で
現
地
な
ら
で
は
の
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
い
、
そ
の
国
を
好
き
に
な
っ
た
こ
と
が
何
度
も

あ
り
ま
す
。
日
本
の
良
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
『
架
け
橋
』

と
し
て
の
私
た
ち
の
大
切
な
役
目
の
一
つ
で
す
。

そ
れ
で
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
ま
す
。
仕
事
で
の
出
会
い
が
生
涯

の
お
付
き
合
い
に
な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
今
の
自
分
の
原
点
は
、
福
大
で
過
ご
し
た
4
年

間
。
当
時
は『
将
来
の
た
め
に
』と
い
う
気
持
ち
よ

り
、
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
や
好
き
な
こ
と
に
と
に
か

く
ま
っ
す
ぐ
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
、
思
い

も
し
な
か
っ
た
場
面
で
生
き
て
い
ま
す
。
在
学
生
の

皆
さ
ん
に
も
、
大
学
生
活
の
中
で
い
ろ
ん
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
こ
と

を
み
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　

篠
原
さ
ん
は
大
学
時
代
、
応
援
指
導
部（
リ
ー

ダ
ー
部
門
）
に
所
属
し
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
ま
し
た
。「
チ
ア
の
部
員
に

は
、
社
会
人
入
学
で
６
歳
年
上
の
後
輩
も
い
ま
し

た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
取
り
な

が
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
り
、
野
球
や

ア
メ
フ
ト
等
の
応
援
活
動
で
は
観
客
を
ひ
と
つ

に
ま
と
め
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
い
た
り
、
人
前
で

話
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
じ
て
勉
強
で
き
た
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
を
目
指
さ
ず
と
も
、
部

活
動
で
の
経
験
は
大
変
有
意
義
な
も
の
で
す
。
大

学
時
代
は
社
会
人
に
な
る
為
の
予
行
練
習
が
で
き

る
貴
重
な
期
間
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
サ
ー
ク

ル
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
等
、
何
ら
か
の
団
体
の
中

で
活
動
す
る
と
い
う
経
験
を
ぜ
ひ
し
て
ほ
し
い
で

す
」。
経
営
者
と
い
う
立
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

関
わ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
リ
ー
ド
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
篠
原
さ
ん
。
部
活
動
で
得
た
協
調
性

や
忍
耐
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
大
い
に
生
か
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
将
来
は
世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
仕
事
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
父
が
会
社
を
経
営

し
て
い
て
、
高
校
時
代
に
一
度
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
張

に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の
分
野
で
輸
出
入
取

引
を
行
う
株
式
会
社
ブ
ル
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
。
ド

イ
ツ
の
工
業
用
機
械
を
輸
入
し
日
本
の
企
業
に
卸

売
す
る
事
業
を
主
軸
に
、
海
外
メ
ー
カ
ー
の
日
本

総
代
理
店
業
務
や
、
契
約
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を

行
う
貿
易
商
社
で
す
。
取
引
国
は
35
カ
国
以
上
、

日
本
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
、
取
引
先
の

海
外
企
業
へ
伝
え
る
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
会
社
は
知
人
が
は
じ
め
た
も
の
で
し
た
が
、

そ
の
方
が
設
立
後
す
ぐ
に
体
調
を
崩
さ
れ
た
た

め
、
私
が
事
業
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
一
つ
の
ド

イ
ツ
製
品
の
卸
売
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
会
社
で

し
た
が
、
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
を
取
り
扱

い
、
多
く
の
国
と
取
引
を
し
て
い
ま
す
。
取
引
先

と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
、
ド
イ
ツ

語
学
科
で
学
ん
だ
こ
と
が
生
か
さ
れ
る
場
面
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
は

日
々
ド
ラ
マ
の
連
続
で
す
。
そ
の
中
で
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
の
が
、『
自
国
と
相
手
国
を
い
か

に
知
っ
て
い
る
か
』
で
す
。
私
は
大
学
時
代
に
ド

イ
ツ
に
つ
い
て
学
び
、
現
地
研
修
に
も
参
加
し
ま

し
た
。
相
手
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
把
握
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
な
い
と
、
商
談
も

ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
せ
ん
。
オ
ー
プ
ン
な
気
持
ち

で
心
を
通
わ
せ
な
が
ら
会
話
を
す
る
こ
と
が
大

事
な
ん
で
す
。
現
地
研
修
を
含
め
た
大
学
時
代
の

学
び
、
大
学
生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
経
験
が
、
細

部
に
わ
た
り
仕
事
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

ド
イ
ツ
語
現
地
研
修
で
の
経
験
が

今
の
仕
事
の
基
盤
と
な
る

大
学
時
代
に
培
っ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

ビ
ジ
ネ
ス
で
も
経
営
の
面
で
も
生
き
る

経
営
者
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い

人
を
笑
顔
に
し
た
い
と
い
う
想
い

SHINOHARA
Tomomi
株式会社 ブルックスジャパン 
代表取締役

篠 原  友 美 さん

2001 年人文学部ドイツ語学科卒業。卒業後、海外製品を
輸入する仕事に就く。2007 年、株式会社ブルックスジャ
パン設立に関わり、2008 年に取締役、2011 年に代表取
締役に就任。2019 年から 3 年間、ドイツの優良上場企業 
LPKF Laser ＆ Electronics の日本法人代表取締役も兼
任。現在、35 カ国以上の企業と取引を行う。

GRADUATES
MESSAGE

One Day Schedule  一日のスケジュール

9 : 00

出張が多く、情報の共有が大切な時間となる

社内会議

10 : 00

直接企業に出向くこともあれば、
オンラインや電話での打ち合わせも

国内企業との商談

13 : 00

午後一番は、時差の少ないアジア圏の
取引先との打ち合わせが多い

アジア圏企業との商談

16 : 00

夕方からは、主にヨーロッパ圏の
取引先との会議

ヨーロッパ圏企業との商談

5 : 00

時差の影響で、場合によっては夜中や
早朝に打ち合わせをすることも

アメリカ圏企業との商談
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学

生

時

代

も

今

も

変

わ

ら

な

い

「
も

っ

と

上
」
を

目

指

す

気

持

ち

　

現
在
は
、
金
融
系
企
業
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
設
計

に
携
わ
る
水
口
さ
ん
。
業
務
と
並
行
し
て
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
入

社
１
年
目
にO

racle

認
定「J

ava B
ronze

」

と「S
ilver

」を
取
得
。
２
年
目
に
は
、デ
ー
タ
ベ
ー

ス
管
理
者
な
ど
が
目
指
すO

racle

「1
2

c S
Q

L

」

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
「
金
融
系
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
為
替
や
金
利
の
指

標
が
変
わ
る
た
び
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

常
に
世
界
の
経
済
情
勢
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
タ
ス
ク
量
や
難
易
度
に
苦
労
す
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
、
自
分
が
設
計

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
装
し
た
シ
ス
テ
ム
が
予
定

ど
お
り
動
い
た
時
の
達
成
感
は
ひ
と
し
お
で
す
」

　

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
業
務
を
こ

な
し
な
が
ら
、
４
年
目
を
迎
え
た
水
口
さ
ん
は
メ

ン
タ
ー（
新
入
社
員
の
指
導
役
）
も
任
さ
れ
て
い

ま
す
。「
今
は
後
輩
の
成
長
を
感
じ
る
瞬
間
が
幸

せ
。
今
後
、
も
う
一
段
階
上
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を

任
さ
れ
る
よ
う
勉
強
中
で
す
」

　

最
後
に
、
福
大
で
学
ぶ
後
輩
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
頂
き
ま
し
た
。「
現
在
の
職
場
は
異
業
種
か

ら
の
転
職
者
も
多
く
、
そ
の
経
験
を
仕
事
に
役
立

て
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
在
学
中
も
あ
る
意

味
同
じ
。
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
、
社

会
に
出
た
と
き
に
想
像
も
し
な
い
シ
ー
ン
で
生

か
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
経
験
を
福
大

で
積
ん
で
く
だ
さ
い
」

　
「
特
に
学
部
４
年
次
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の

研
究
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。
周
囲
に
は
、
就
職

に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
友
人
も
い
ま
し
た
が
、

私
は
研
究
を
ま
だ
ま
だ
続
け
た
く
て
。
大
学
院
に

は
＂自
然
と
＂
進
ん
だ
か
た
ち
で
す
」

　

大
学
院
生
時
代
も
引
き
続
き
固
武
研
究
室
に
所

属
し
、
研
究
テ
ー
マ
を「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
」
に
変

更
。
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
誕
生

の
き
っ
か
け
と
考
え
ら
れ
て
い
る「
超
新
星
爆
発
」

の
際
に
大
量
放
出
さ
れ
る
中
性
の
素
粒
子
の
こ
と

で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と
並
び
、
世
界
中
の
物
理

学
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。

　

水
口
さ
ん
は
、
爆
発
前
の
星
が
自
転
し
て
い
る
場

合
を
想
定
し
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た

数
値
計
算
に
よ
っ
て
自
転
速
度
と
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
放

射
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
研
究
を
続
け
ま

す
。
同
じ
分
野
を
専
攻
す
る
研
究
生
を
対
象
と
し
た

滞
在
型
研
究
会
に
も
複
数
回
参
加
し
、
他
大
学
の
院

生
た
ち
と
も
積
極
的
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
努
力

を
惜
し
ま
ず
研
究
に
没
頭
す
る
水
口
さ
ん
の
姿
は
、

固
武
教
授
の
印
象
に
深
く
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

大
学
院
修
了
の
日
が
近
づ
き
、
水
口
さ
ん
は
就

職
活
動
を
始
め
ま
す
。
当
初
は
営
業
職
を
志
望
し

て
い
ま
し
た
が
、
登
録
し
て
い
た
就
職
情
報
サ
イ

ト
を
介
し
て
現
在
の
職
場
の
情
報
を
入
手
し
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
思
い
も
し
な
か
っ
た

そ
う
で
す
が
、
会
社
訪
問
で
社
長
の
人
柄
や
社
員

思
い
の
社
風
に
惹
か
れ
、
入
社
を
決
め
ま
し
た
。

　

中
学
３
年
生
の
時
に
理
科
の
授
業
で
初
め
て
天

文
学
に
触
れ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
強
い
関
心
を

持
っ
た
水
口
さ
ん
。
そ
の
影
響
か
ら
、
高
校
時
代
は

専
門
性
の
高
い
物
理
学
雑
誌
を
愛
読
し
、
大
学
で

は
宇
宙
物
理
分
野
を
学
ぶ
こ
と
を
考
え
て
い
た
と

話
し
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
福
大
の
理
学
部
で
宇
宙
物

理
分
野
を
専
門
的
に
学
べ
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。

　
「
受
験
を
決
め
た
の
は
、
そ
の
分
野
を
専
門
と

す
る
固
武
慶
教
授
の
研
究
室
で
学
び
た
い
と
い

う
一
心
か
ら
で
し
た
。
固
武
教
授
は
日
本
を
代
表

す
る
宇
宙
物
理
学
者
の
も
と
で
長
く
研
究
さ
れ

て
い
て
、
先
生
の
も
と
で
私
も
宇
宙
分
野
を
究
め

た
い
と
志
望
し
ま
し
た
」

　

ま
た
、
水
口
さ
ん
に
と
っ
て
、
２
万
人
が
集
う
福
大

の
環
境
も
進
学
の
決
め
手
に
な
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　
「
も
と
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
苦
手
な

性
格
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
学
生
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
分
を
変
え
て
い
け

る
と
思
い
ま
し
た
。
実
際
に
、
理
学
部
は
ユ
ニ
ー

ク
な
学
生
が
多
く
、
良
い
影
響
を
た
く
さ
ん
受
け

ま
し
た
。
同
じ
研
究
室
で
学
び
、
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
互
い
を
高
め
合
え
る
学
友
に
出
会
え
た
こ

と
も
大
き
な
財
産
の
一
つ
で
す
」

　

学
部
生
時
代
は
、
中
学
生
の
頃
か
ら
惹
か
れ

て
い
た
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
研
究
に
没
頭
。「
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
光
さ
え
逃
れ
ら
れ
な
い
強
大

な
重
力
に
よ
る
空
間
の
歪
み
」
を
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
に
選
び
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
個
性
が
集
ま
る
環
境

刺
激
を
受
け
、
前
向
き
な
自
分
に

奥
深
く
広
が
り
の
あ
る
宇
宙
の
研
究

研
究
に
没
頭
し
た
学
生
時
代

就
職
し
て
も
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん

福
大
で
多
様
な
経
験
を
積
ん
で
ほ
し
い

MIZUGUCHI
Mayuka
日本ディクス株式会社　SI 本部

水 口  万 結 香さん

2017 年 3 月、理学部物理科学科卒業。19 年 3 月、
大学院理学研究科応用物理学専攻博士課程前期修
了。同年 4 月、現在の会社にシステムエンジニアと
して入社。現在、金融系企業のシステム開発に携わ
る。

GRADUATES
MESSAGE

9 : 00 17: 30

One Day Schedule  一日のスケジュール

メールチェックや進行中の設計書の
作成、実装、テストの確認を行う

出社

10 : 00〜12 : 00

週に 2 ～ 3 回、チーム内で進捗情報の確認と打ち合わせ。
今後のスケジュールを組み直す

進行中のタスク確認

13 : 00〜17: 30

午前に引き続き、設計書の作成や実装等。
メンターとして後輩の指導も担う

タスクの遂行

退社

26 25



仲間の「仲」。仲間に恵まれ、支えられた

かけがえのない時間でした。

知らない人だらけの新しい環境でス

タートした4年前を思い出します。

工
学
部
電
子
情
報
工
学
科

商
学
部
商
学
科

工
学
部
建
築
学
科

商
学
部
第
二
部
商
学
科

医
学
部
医
学
科

理
学
部
応
用
数
学
科

医
学
部
看
護
学
科

理
学
部
化
学
科

経
済
学
部
産
業
経
済
学
科

内向的だった自分を変えたい、新たな自分を切

り拓きたいと思い、チャレンジし続けました。

今年の夏から韓国の研究所に留学しま

す！そのために頑張った4年間です。

在学中は社交ダンスに明け暮れました。

「躍動」の4年間でした。

学年や国を越えた繋がりの大切さを実

感した6年間でした。

学科名の通り、「数学」に浸った4年間

でした。

恩師である堺純一先生にお世話になり

ました。「感謝」の一言に尽きます。

たくさんの人に惠まれた大学生活でし

た。私の名前の漢字でもあります。

REPORT ON 
GRADUATION DAY

3 月 19 日（ 土 ）、令和 3 年度卒業式が行われ、4 , 229 人が福岡大学を卒業しました。

卒業生が一堂に会しての式典は実に 3 年ぶり。そこには、学友との別れを惜しむ姿や、飛躍を誓い合う姿などがありました。

卒 業 式 レ ポ ー ト

五十嵐 光希さん

徳丸 亜希子さん

森田 陸志さん

小屋松 千惠さん

伊藤 友紀さん

田中 愛さん

多くの人に出逢えた2年間と、コロナで逢

えなかった2年間。そんな4年間でした。

長濵 郁花さん

大変なこともありましたが、それよりも

「楽しさ」が上回る大学生活でした。

薬
学
部
薬
学
科

薬
学
部
薬
学
科

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
健
康
運
動
科
学
科

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
健
康
運
動
科
学
科

高校までと違い、「考えながら」競技に

取り組むことができ、成長できました。

今以上に、世界で「輝く」アスリートを

目指したいと思います。

人生に変化を与えてくれた人たちとの

出会いがあり、今の私があります。

上之 将明さん田尻 夢貴さん上田 百寧さん稲葉 咲人さん

就活やサークル活動など、活発で活動的

な4年間を過ごしました。

人
文
学
部
ド
イ
ツ
語
学
科

人
文
学
部
東
ア
ジ
ア
地
域
言
語
学
科

法
学
部
法
律
学
科

たくさんの人に出会い、仲間の「愛」を

感じた大学生活でした。

コロナ禍で、大学生活を半分しか楽しめ

なかった印象が強いです。

外国の言語は、人と人とをつなぐ「架け

橋」であると感じた4年間でした。

渡邊 雅樹さん上野 紗耶さん土居 純大さん宮上 寛太さん

田島 里歩さん

松本 朱音さん

木下 駆さん

総　代

スポーツ科学部総代
スポーツ科学科

梅田 夏季さん

大学院総代
人文科学研究科

大重 優花さん

法科大学院総代
法曹実務研究科

野田 尚輝さん

人文学部総代
英語学科

山本 優花さん

学部卒業生総代
薬学部薬学科

権丈 和佳奈さん

法学部総代
法律学科

井手 湖雪さん

経済学部総代
産業経済学科

久保 孔明さん

商学部総代
貿易学科

日高 花菜さん

商学部第二部総代
商学科

菊田 悠介さん

理学部総代
物理科学科

高田 剣さん

工学部総代
社会デザイン工学科

遠山 輪さん

医学部総代
医学科

和田 くる実さん

薬学部総代
薬学科

岩永 桃佳さん

福岡大学学長賞

　令和3年度「福岡大学学長賞」は、右の2人が

受賞しました。この賞は、在学中の課外活動で顕

著な成績を収めた学生に授与するものです。その

功績を称え、さらなる飛躍を期待します。

人文学部教育・臨床心理学科
（ 陸上競技部 ）

兒玉 芽生さん

法学部法律学科
（ 柔道部 ）

坪根 菜々子さん

●天皇賜盃第89回日本学生陸上競技対校選手権大会
　女子100m 第1位　女子200m 第1位 
　女子4×100mリレー 第1位
●第105回日本陸上競技選手権大会
　女子100m 第1位　女子200m 第1位
●東京2020オリンピック競技大会
　女子4×100mリレー 日本代表

●ベルギー国際柔道大会エルスタル
　女子52kg級 優勝
●2020年度 講道館杯 全日本柔道体重別選手 
　権大会 兼 全日本選抜柔道体重別選手権大会
　女子52kg級 第3位
●2021年 全日本選抜柔道体重別選手権大会
　女子52kg級 優勝

ME S S A G E S
〜 あ な た の 大 学 生 活 を 一 文 字 で 〜

経
済
学
部
経
済
学
科

法
学
部
法
律
学
科
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■ �目標額 
10億円

■ �寄付金額 
個人／一口2万円（一口未満のご寄付もありがたく
お受けいたします）

　 法人・団体／一口の金額は特に定めておりません。

■ �申し込み方法 
PCやスマートフォンなどを利用したインター
ネット募金、専用の払込用紙による申込みが可能
です。

■ �募集期間 
令和3年5月～令和5年12月

■ �寄付者顕彰 
寄付累計金額が基準を満たした方には、寄付者名
を刻んだ寄付者銘板の設置や感謝状の贈呈など
の顕彰をさせていただきます。

福岡大学病院新本館（ 仮称 ）
建設募金概要

　募金の詳細は、募金専用ウェブサイトをご覧になる
か、福岡大学財務施設部助成課までご連絡ください。

① 

経
済
的
困
窮
学
生
に
対
す
る
奨
学
金

　

12
月
24
日（
金
）に
奨
学
生
証
を
4
人
の
学
生

へ
授
与
し
ま
し
た
。
な
お
当
該
学
生
に
対
し
て
1

人
に
つ
き
30
万
円
を
寄
付
金
か
ら
支
給
し
ま
し

た
。
奨
学
金
を
受
給
し
た
学
生
の
声
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
『
こ
の
度
は
奨
学
生
に
選
ん
で
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
奨
学
金
は
、
寄
付
者

寄付者ご芳名一覧
　

学
校
法
人
福
岡
大
学
未
来
サ
ポ
ー
ト
募
金
は

「
本
学
の
学
生
に
対
す
る
全
人
教
育
の
推
進
、
豊

か
な
学
生
生
活
の
形
成
を
支
援
す
る
制
度
」と
し

て
、
在
学
生
、
卒
業
生
、
保
護
者
、
大
学
の
相
互

の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
本
学
学
生

を
支
援
す
る
た
め
の
寄
付
文
化
の
醸
成
を
図
る

こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
法
人
福
岡
大
学
未
来
サ
ポ
ー
ト
募
金
へ
の

寄
付
金
の
活
用
状
況（
令
和
3
年
12
月
31
日
現
在
）

を
次
の
と
お
り
ご
報
告
し
ま
す
。

学
校
法
人
福
岡
大
学
未
来
サ
ポ
ー
ト
募
金

ご
支
援
の
お
願
い

の
方
々
の
支
え
な
く
し
て
は
頂
け
な
い
も
の
で
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
勉
学
に

励
ん
で
参
り
ま
す
』（
２
年
次
生
）

　
『
経
済
の
状
況
が
苦
し
い
中
で
も
ご
支
援
く
だ

さ
る
方
々
の
お
か
げ
で
、
大
学
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
寄
付
者
の
皆
さ
ま
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
将
来
の
こ
と

を
意
識
し
な
が
ら
大
学
生
活
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』

（
１
年
次
生
）

② 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（CO

VID
-19

）

に
係
る
福
岡
大
学
未
来
サ
ポ
ー
ト
募
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

家
計
が
急
変
し
、
勉
学
の
継
続
に
支
障
を
き
た
す

学
生
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
に
28
人（
減
免
額
：

15
,298

,000

円
）を
令
和
３
年
度
授
業
料
等

減
免
の
財
源
と
し
て
活
用
い
た
し
ま
し
た
。

学校法人福岡大学未来サポート募金（ 掲載第28 回）

支援事業
令和 3 年 6 月

までの
寄付金額 ( 円 )

令和 3 年
7 月～ 12 月
寄付金額 ( 円 )

寄付金累計額
（円）

福岡大学（ A〜F ）	 273,185,597 32,431,071 305,616,668

A：学生支援
※旧福岡大学学生サポート募金 135,085,078 917,929 136,003,007

B：学部・学科他 136,737,519 25,181,142 161,918,661

C：研究科・専攻他 0 136,000 136,000

D：学友会  体育部会 1,363,000 6,196,000 7,559,000

E：学友会  学術文化部会 0 0 0

F：公認団体 0 0 0

支援事業
令和 3 年 6 月

までの
寄付金額 ( 円 )

令和 3 年
7 月～ 12 月 
寄付金額 ( 円 )

寄付金累計額
（円）

G：福岡大学病院 10,892,830 3,677,220 14,570,050

H：福岡大学筑紫病院 7,500,000 30,000 7,530,000

I：福岡大学西新病院 0 0 0

J：福岡大学附属大濠高等学校 49,333,849 1,700,000 51,033,849

K：福岡大学附属若葉高等学校 16,000,000 700,000 16,700,000

L：福岡大学附属大濠中学校 9,047,565 0 9,047,565

合 計（A 〜 L ） 365,959,841 38,538,291 404,498,132

寄付金受入状況（支援事業別）	

　

現
在
、
福
岡
大
学
で
は
募
金
活
動
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
そ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
方
か
ら
、
任
意
の
ご
寄
付
に
も
関
わ
ら

ず
、
多
大
な
る
ご
支
援
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々

の
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■ 

四
十
万
円

森
光 

栄
一

[

八
十
万
円]

■ 

六
万
二
千
六
百
四
十
二
円

EE
・
EI 

87 

林
ゼ
ミ

■ 

三
万
円

医
療
法
人
古
川
医
院

ふ
る
か
わ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

古
川 

敬
一

柴
田 

俊
一
郎

牧
野 

昭
一[

九
万
円]

■ 

二
万
円

小
林 

敬
明

[

二
十
一
万
円]

関
根 

敏
子

[

六
万
五
千
四
百
四
円]

■ 

一
万
円

山
岡 

光
恵

■ 

匿
名

匿
名
様     

1

■ 

一
万
円

髙
田 

美
樹
雄

[

二
万
二
千
円]

奥
野 

修
永

■ 

匿
名

匿
名
様     

2

■ 

十
万
円

加
留
部 

善
晴

[

六
十
万
円]

坂
本 

篤
彦

福
山 

道
義

[

二
十
五
万
円]

松
嶋 

敦

毛
利 

史
生

[

二
十
五
万
円]

■ 

五
万
円

中
島 

充
代

[

七
万
円]

森 

美
智
雄

[

六
十
五
万
円]

卒
業
生

在
学
生
の
保
護
者

職
員
・
役
員

（
退
職
者
・
学
外

理
事
等
を
含
む
） 様様様様様様様様人様様人様様様様様様様

■ 

千
四
百
万
円

株
式
会
社 

福
岡
大
学
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

米
嶋 

邦
章

[

三
千
四
百
万
円]

■ 

五
百
十
万
円

一
般
社
団
法
人
福
岡
大
学

同
窓
会
有
信
会
理
事
長

石
村 

國
芳

[

六
百
四
十
七
万

八
千
三
百
四
十
四
円]

■ 

百
二
十
三
万
五
千
円

第
41
回

日
本
循
環
制
御
医
学
会

総
会
・
学
術
集
会

■ 

六
十
万
円

公
益
財
団
法
人

金
澤
奨
学
会

福
岡
大
学
附
属
若
葉

高
等
学
校
若
葉
会

株
式
会
社
森
光
商
店

■ 

五
十
万
円

株
式
会
社
三
好
不
動
産 

代
表
取
締
役

三
好 

修 

夢
み
る
こ
ど
も
基
金

理
事
長 

岡
部 

知
剛

福
岡
大
学
医
学
部

消
化
器
内
科
同
門
会

■ 

三
十
万
円

株
式
会
社
福
岡
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー 

代
表
取
締
役

武
藤 

元
美

協
同
組
合
福
岡
卸
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

百
田 

篤

■ 

二
十
七
万
二
千
二
百
二
十
円

皆
良
田 

研
介

[

五
十
六
万
五
十
円]

■ 

十
五
万
五
千
百
円

医
療
法
人
天
信
会

あ
ま
が
せ
産
婦
人
科

理
事
長

天
ヶ
瀬 

寛
信

様様様様様様様様様様様様様

■ 

十
三
万
五
千
円

ム
ラ
ド
フ
ア
ナ
ー
ル

■ 

十
万
円

ア
ボ
ッ
ト
メ
デ
ィ
カ
ル

ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社 

三
田
本
社
社
長

河
野 

行
成

医
療
法
人
長
丘 

五
丁
目
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
三
仁
会

フ
ジ
タ
内
科
・

消
化
器
科
医
院

株
式
会
社

サ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ 

代
表
取
締
役

笹
川 

泰
弘

弁
護
士
法
人

か
ば
し
ま
法
律
事
務
所

■ 

五
万
円

内
田 

浩
文

[

十
万
円]

有
限
会
社

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

■ 

三
万
円

片
岡 

清

長
谷
川 

節
子

■ 

一
万
三
千
円

山
本 

真
司

■ 

一
万
円

坂
本 

雅
晴

■ 

一
万
円
未
満

友
枝 

尚
美

■ 

匿
名

匿
名
様     

4

様様様様様様様様様様様様様人

令和3年12月31日現在

　

本
学
で
は
、「
建
学
の
精
神
」に
基
づ
い
た「
全
人
教
育
」の
実
現
に
向
け
、キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
建
物
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
通
路
な
ど
を
整
備
す
る
事
業
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。
福
岡
大
学
病
院
は
、
開
院
よ
り
約
50
年
が
経
過
し
た
現
在
、

建
物
の
一
部
に
お
い
て
老
朽
化
が
進
み
、
補
修
に
伴
う
設
備
費
等
も
年
々
増
加

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
令
和
6
年
に
新
本
館
を
開

院
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

福
岡
大
学
病
院
新
本
館
の
建
設
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て「M

ake Future 

H
ospital

」を
掲
げ
、

①	�

病
院
理
念
の
実
現
と
基
本
方
針
の
遂
行

②	�

近
未
来
の
医
療
環
境
に
対
応
で
き
る
病
院

づ
く
り

③	�

が
ん
診
療
、
救
急
医
療
を
中
心
と
し
た
高

度
専
門
医
療
施
設
と
し
て
の
整
備

④	�

患
者
、
連
携
医
療
機
関
、
職
員
の
満
足
度
の
向
上

等
を
目
指
し
ま
す
。

福
岡
大
学
病
院
新
本
館（
仮
称
）建
設
募
金

ご
支
援
の
お
願
い

福岡大学病院新本館（ 仮称 ）建設募金（ 掲載第 1 回 ）

寄付金受入状況（募金対象者別）

募金対象者 寄付金累計額（円）

卒業生 2,980,000 

在学生の保護者 1,500,000 

職員・役員 12,925,000 

企業等法人 6,730,000 

その他 0 

合　　　計 24,135,000 

令和3年12月31日現在

■ 

百
万
円

岡
田 

茂

■ 

五
十
万
円

鬼
丸 

円

松
岡 

満
照

■ 

十
万
円

占
部 

嘉
男

岡
部
医
院

岡
部 

勇
人

髙
橋 

利
英

福
原 

康
介

■ 

五
万
円

麻
生 

宏
樹

つ
ち
や
内
科
循
環
器
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

土
屋 

芳
弘

笹
冨 

佳
江

髙
原 

和
秀

内
藤 

博
文

宮
田 

純
一

■ 

二
万
円

犬
飼 

邦
明

嘉
数 

徹

木
下 

浩
一

新
屋 

瑛
一

武
田 

研

時
枝 

啓
子

成
冨 

修

三
原 

圭
司

■ 

匿
名

匿
名
様      

1

卒
業
生

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様人

※令和3年5月1日から12月31日までの寄付者のご芳名を五十音順に掲載

■ 

三
万
千
円

礒
野 

龍
一
郎

[

三
十
九
万
七
千

八
百
二
十
二
円]

■ 

三
万
円

秋
丸 

和
彦

[

十
五
万
円]

押
川 

智
尚

[

十
万
円]

服
部 

八
重

[

十
二
万
円]

■ 

二
万
円

志
渡
澤 

登

[

五
十
二
万
円]

服
巻 

圭
亮

[

三
十
五
万
六
千
円]

■ 

一
万
七
千
円

久
我 

秀
一

[

二
十
四
万
七
千
円]

■ 

一
万
五
千
円

松
岡 

雅
忠

[

四
万
七
千
五
百
円]

■ 

一
万
四
千
円

濱
﨑 

弘
志

[

二
十
三
万
円]

■ 

一
万
円

松
本 

祐
一

[

十
九
万
円]

山
村 

昌
次

[

七
十
九
万
円]

■ 

一
万
円
未
満

岡
﨑 

明

[

三
十
三
万
四
千
円]

川
野 

耕

[

九
万
八
千
円]

坂
上 

謙
二

[

五
万
四
千
円]

廣
木 

摩
理
勢　

[

九
万
二
千
円]

福 

由
紀

[

五
万
五
千
円]

山
川 

稔

[

七
万
二
千
円]

■ 

匿
名

匿
名
様     

12
様様様様様様様様様様様様様様様様様人

企
業
等
法
人
・
そ
の
他

■ 

百
万
円

白
壁 

勝
哉

■ 

十
万
円

本
田 

孝
也

森
山 

繁
実

■ 

五
万
円

原
田 

美
智
子

■ 

四
万
円

板
谷 

邦
夫

■ 

二
万
円

岡
田 

久
美
子

川
元 

克
明

新
宮 

正
巳

■ 

匿
名

匿
名
様      

2

■ 

百
万
円

岩
﨑 

昭
憲

兼
重 

晋

神
村 

英
利

朔 

啓
二
郎

中
川 

朋
子

藤
田 

昌
樹

四
元 

房
典

■ 

五
十
万
円

井
上 

博
之

長
谷
川 

傑

松
嶋 

敦

■ 

三
十
万
円

小
野
寺 

一
浩

在
学
生
の
保
護
者

職
員
・
役
員

（
退
職
者
・
学
外

理
事
等
を
含
む
） 様様様様様様様様人様様様様様様様様様様様

■ 

二
十
万
円

植
木 

敏
晴

金
森 

勝
也

加
留
部 
善
晴

小
玉 
正
太

米
嶋 

邦
章

■ 

十
万
円

今
給
黎 

修

永
星 

浩
一

加
茂 

愼
二

岳 

弘
司

田
中 

孝
則

藤
岡 

伸
助

本
田 

啓

溝
口 

政
光

森 

美
智
雄

山
口 

龍
三

吉
武 

行
寛

米
沢 

利
広

■ 

六
万
円

宮
田 

康
平

■ 

五
万
円

秋
丸 

和
彦

大
江 

務

桂
木 

猛

黒
田 

由
美

古
賀 

真
吾

柴
垣 

裕
司

谷
口 

剛

堤 

昭
彦

中
島 

裕
之

中
島 

充
代

永
田 

和
江

長
友 

謙
二

長
野 

政
已

古
江 

美
保

前
河 

祐
二

宮
﨑 

元
康

森 

和
子

■ 

三
万
円

石
本 

優
子

志
渡
澤 

登

■ 

二
万
円

飯
田 

正
和

久
我 

秀
一

坂
上 

謙
二

首
藤 

初
美

谷
川 

か
お
る

濱
﨑 

弘
志

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

■ 

一
万
円

井
上 

陽
平

大
迫 

泰
希

片
岡 

宜
行

喜
多 

義
和

吉
兼 

由
佳
子

■ 

匿
名

匿
名
様       
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■ 
五
百
万
円

一
般
社
団
法
人
福
岡
大
学

同
窓
会
有
信
会
理
事
長

石
村 

國
芳

■ 

百
万
円

株
式
会
社
九
州
神
陵
文
庫

代
表
取
締
役

曽
根 

公
照

株
式
会
社
ミ
ド
リ
印
刷

代
表
取
締
役

坂
本 

満
康

社
会
保
険
直
方
病
院

■ 

五
十
万
円

医
療
法
人
三
憲
会

折
尾
病
院 

理
事
長

原
賀 

憲
亮

■ 

十
万
円

有
限
会
社
た
ま
や
食
肉

代
表
取
締
役

高
橋 

繁
徳

■ 

五
万
円

医
療
法
人
桜
珠
会

可
也
病
院

医
療
法
人
ひ
ら
ま
つ
病
院

理
事
長

平
松 

克
輝

有
限
会
社

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

■ 

三
万
円

大
石
茶
舗

大
石 

健
吾

■ 

二
万
円

大
谷
化
学
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
谷 

勝
己

■ 

匿
名

匿
名
様       

1

企
業
等
法
人
・
そ
の
他 様様様様様人様様様様様様様様様様様人

福岡大学病院新本館（仮称）完成予想図

奨学金授与式の様子

※令和3年7月1日から12月31日までの
　寄付者のご芳名を五十音順に掲載
※［　］内は累計寄付金額
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福岡リーガルクリニック法律事務所
弁護士法人福岡リーガルクリニックセンター（福岡県弁護士会所属）

TEL：092 -874 -9292（受付時間：平日9：30〜17：30）
福岡大学60周年記念館（ヘリオスプラザ）5階  https://www.fukuoka-legal.jp/
休業日：原則として土・日・祝日 ※事前の予約であれば、土・日や時間外も柔軟に対応します。

例えば、こんな悩みはありませんか？ アルバイト先で不当解雇された… 敷金の返還がない… 交通事故に遭ってしまった… etc.

　SNS 上で私に対する誹謗中傷
を受けています。誰が書き込んだ
のか分かりませんが、書き込みを
削除してもらうにはどうしたら
いいですか。
　また、誹謗中傷を書き込んだ人

（発信者）に法的責任を問えますか。

Q
　削除請求が可能な場合があります。発信者に対しても民事・刑事上の
責任を追及できる可能性があります。

　書き込みを削除してほしい場合、まずはサイト管理者に対し書き込みの削除を依
頼し、任意に削除してもらえない場合は裁判所に法的手続を申立てます。発信者に
法的な責任追及を行うには発信者を特定する必要がありますが、特定に必要なアク
セスログは書き込みから３カ月程度過ぎると消去されてしまいます。誹謗中傷の被
害に遭われた学生さんは、一人で悩まないで早めにご相談ください。

A

西 亜沙美 弁護士

福大生の法律に関するさまざまなトラブルに無料で相談に応じます

な な く ま 通 信

寄付者ご芳名一覧

福岡大学新体育寮建設募金（ 掲載第 5 回 ）

福岡大学新自修寮建設募金（ 掲載第 5 回 ）

　

福
岡
大
学
新
自
修
寮
は
、
福
岡
大
学
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
更
に
強
固
な
も
の
と
す
る

た
め
、
60
年
以
上
の
長
い
伝
統
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
も
、
最
新
の
設
備
で
寮
生·

大

学
・
保
護
者
・
地
域
が
つ
な
が
る「
ス
マ
ー

ト
学
生
寮
」を
目
指
し
ま
す
。

　

福
岡
大
学
新
体
育
寮
は
、
世
界
に
羽
ば

た
く
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
援
し
、
福
岡
大
学

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
更
に
強
固
な
も
の
と
す

る「
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
の
専
用
寮
」
と

し
て
、
最
新
の
建
築
技
術
を
駆
使
し
た
空

間
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

福
岡
大
学
新
自
修
寮
建
設
募
金

福
岡
大
学
新
体
育
寮
建
設
募
金

ご
支
援
の
お
願
い

■ �目標額 
各募金事業　1億円

■ �寄付金額 
個人／一口1万円（一口未満のご寄
付もありがたくお受けいたします） 
法人・団体／一口の金額は特に定め
ておりません。

■ �申し込み方法 
PCやスマートフォンなどを利用し
たインターネット募金、振込による

申し込みが可能です。

■ �募集期間 
自修寮　〜令和6年3月 
体育寮　〜令和5年3月

■ �寄付者顕彰 
寄付累計額が基準を満たした方には、
寄付者名を刻んだ寄付者銘板の設置
や感謝状の贈呈などの顕彰をさせて
いただきます。

新自修寮建設募金/新体育寮建設募金概要

　募金の詳細は、募金専用ウェブサイトをご覧になるか、福岡大学財務施設部助成課
までご連絡ください。

福
岡
大
学 

古
本
募
金

読み終わった本・DVD等で福岡大学をご支援ください。

0120-29-7000 受付：9時〜18時・365日
運営協賛：古本募金きしゃぽん（嵯峨野株式会社）

● 25人　● 1,937冊　● 44,644円（983,226円）
※ 令和3年7月から12月まで
※ （　）内は平成30年8月から令和3年12月までの累計

募金の
ご報告

お申し込み・お問い合わせ

● 最大約50%の減税効果があります。
● 現金だけでなく本やDVDでもできます。
● インターネット申し込みなら24時間受付可能です。

学校法人福岡大学
への寄付は

募金に関する
お問い合わせ先 福岡大学 財務施設部助成課

092-871-6631（代）内線　2371・2372TEL

092-871-6813FAX

joseika@adm.fukuoka-u.ac.jpmail

▶ �スマートフォンはこちらからもアクセスできます
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募金対象者 令和 3 年 6 月までの
寄付金額（円）

令和 3 年 7 月～ 12 月
寄付金額（円）

寄付金
累計額（円）

卒業生 1,416,000 251,000 1,667,000 
在学生の保護者 170,000 0 170,000 

職員・役員 1,779,000 1,146,000 2,925,000 
企業等法人 12,500,000 0 12,500,000 

その他 5,001 0 5,001 
合　　　計 15,870,001 1,397,000 17,267,001 

寄付金受入状況（募金対象者別） 令和3年12月31日現在

※令和3年7月1日から12月31日
　までの寄付者のご芳名を五十音順に掲載
※［　］内は累計寄付金額
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募金対象者 令和 3 年 6 月までの
寄付金額（円）

令和 3 年 7 月～ 12 月
寄付金額（円）

寄付金
累計額（円）

卒業生 221,000 50,000 271,000
在学生の保護者 130,000 0 130,000

職員・役員 2,124,000 1,202,000 3,326,000
企業等法人 12,500,000 0 12,500,000

その他 3,001 0 3,001
合　　　計 14,978,001 1,252,000 16,230,001

寄付金受入状況（募金対象者別） 令和3年12月31日現在

人様様様様様

様様人

※令和3年7月1日から12月31日
　までの寄付者のご芳名を五十音順に掲載
※［　］内は累計寄付金額

新体育寮（男子）が完成 学校法人福岡大学への寄付者ご芳名一覧（現物寄付含む）

　令和3年11月に新体育寮（男子）が完成し

ました。計80室（車椅子対応室含む）あり、

感染症対策に配慮した最新の設備が整ってい

ます。また、食事は栄養士の監修のもと、栄

養バランスに配慮した献立を提供していま

す。女子寮は令和5年2月に完成予定です。

　本学に対し多大なるご寄付を賜り、深く感謝いたします。

　ここに、令和3年7月1日から12月31日までの期間にご寄付をいただ

いた方々のご芳名を掲載させていただきます。

一般社団法人福岡大学同窓会有信会 理事長　石村 國芳 様 3,000,000 円
学校法人龍南学園 理事長　納田 研二 様 15 人乗りバス
株式会社 SYMJA 代表取締役　重松 行生 様 非常用電源ユニット 2 台
埼玉西武ライオンズ　大曲 錬 様 バッティングマシン
株式会社一蘭　代表取締役社長　吉冨 学 様 カップ麺「一蘭とんこつ」

令和4年度入学式を挙行しました

　令和 4 年度入学式を 4 月 1 日（ 金 ）に挙行しました。昨年は、午前・午後の 2 部制で行いましたが、今年は 3

年ぶりに入学生が一堂に集うかたちで実施されました。

　式典では朔啓二郎学長から新入生へ向けて、「 福大生であることに誇りを持つこと、そして福岡大学を好き

になることを目指し、ワンキャンパスにすべての学部・学科が揃うこの環境を十分に活用してください 」と

エールを送りました。

　また、入学生総代の御
み

鍵
かぎ

咲さん（ 医学部医学科 ）は、「 私たちの人生は海図のない航海といえます。10 分先

ではなく、10 年先を考えられる人となるため、大学生活で自らを高めていきたいと思います 」と入学の辞を

述べました。

「データサイエンス・AI入門」を
新たに開講

　2022 年 4 月入学の全学部 1 年次生を対象に、データ

サイエンスや AI の必要性などを学ぶ科目「 データサイ

エンス・AI 入門 」を新たに開講します。AI 時代といわれ

るこれからの社会では、文系・理系を問わず、大学生の

うちにデータサイエンスや AI の知識・技術を広く学び、

身に付けておくことが求められます。科目の内容などの

詳細は、QR コードからご確認ください。

令和4年度「福岡大学髙田法曹
育成基金」奨学生に1人を認定

　令和 4 年度の「 福岡大学髙田法曹育

成基金 」の奨学生に、川野優斗さん（ 法

曹実務研究科 1 年次生 ）が認定されまし

た。この奨学金は、本学の髙田桂一名誉

教授から、本学法学部卒業の法科大学院

生を対象とする給費奨学制度の創設を

目的とした寄付によりできたものです。

式典の様子 学長式辞 入学の辞 それぞれの期待を胸に
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※予約は平日の 9 : 00 から 16 : 30 にお願いします。

ヒューマンディベロップメントセンター 
（ 学生相談室 ）

092-871-6631（代）要予約

第 73 号（ 通巻 243 号 ）令和 4 年 4 月 27 日発行

編集・発行
福岡大学広報委員会［企画総務部広報課］
〒 814 - 0180　福岡市城南区七隈八丁目 19 番 1 号
TEL: 092 - 871 - 6631（ 代 ）
E-mail: fupr@adm.fukuoka-u.ac.jp

FUKUOKA UNIVERSITY
MAGAZINE

本誌『福岡大学学園通信』に関するご意見をお寄せ

ください。より良い広報誌作りのために、ご意見・

ご感想などをお待ちしています。

アンケートは
こちらから▶

定年退職者 （ 選択定年者を含む ）2022 年 3 月 31 日付

参事 松本　優子 経済学部事務室
〃 高山　理子 薬学部事務室
〃 中島　明子 教務課
〃 永岡　多真美 教務課
〃 永渕　智子 入試課
〃 船谷　雅規 情報戦略室
〃 松島　俊治 キャリアセンター事務室
〃 戸山　伸一 ＲＩセンター事務室
〃 大江　務 施設用度課
〃 古賀　真吾 筑紫病院管理課
〃 深堀　丈夫 〃
〃 清武　玲子 筑紫病院医事課
〃 青柳　征一 大濠高等学校・中学校事務室
〃 池末　修 〃
参事補 藤内　朋美 法科大学院事務室
〃 橋口　敦子 情報戦略室

松田　一寿 若葉高等学校事務室

教育職員
教授 岡野　ひさの 人文学部
〃 桑原　隆行 〃
〃 國生　雅子 〃
〃 山田　洋嗣 〃
〃 武士俣　敦 法学部
〃 中島　章子 経済学部
〃 石上　悦朗 商学部
〃 今野　孝 〃
〃 水野　博志 〃
〃 寺田　貢 理学部
〃 木村　潤一 工学部
〃 井上　亨 医学部
〃 中嶋　恵美子 〃
〃 鍋島　一樹 〃
〃 髙田　二郎 薬学部
〃 岩本　英明 スポーツ科学部
〃 中原　一 〃
〃 木村　元昭 法科大学院
〃 塩田　悦仁 福岡大学病院
准教授 上原　清子 医学部
〃 田川　義展 薬学部
講師 原　健二 医学部
〃 廣嶋　道子 キャリアセンター
助教 鮎澤　潤 理学部
〃 入江　豊 医学部

高校教育職員
教諭 浦川　義信 附属大濠高等学校
〃 川原田　篤平 〃
〃 平　繁則 〃
〃 堀口　彩子 附属若葉高等学校
〃 阿志賀　哲司 〃
〃 岩田　英世 〃

教育技術職員
技師 瓜生　恵美子 医学部
〃 大山　和美 〃
〃 永島　真理子 〃

医療技術職員
技師 鷲山　厚司 福岡大学病院 医療安全管理部
〃 田村　賢二 福岡大学病院 地域医療連携センター
〃 守田　研一 福岡大学病院 薬剤部

看護職員
看護部長 中川　朋子 福岡大学病院 看護部
副看護部長 今辻　由香里 〃
看護師長 廣川　延子 〃
看護師 無敵　真理 〃
看護師長 川下　由香里 福岡大学筑紫病院 看護部

事務職員
参事 山田　祐二 研究推進部
〃 柴田　憲司 情報基盤センター事務部
〃 岳　弘司 福岡大学病院事務部
〃 堤　昭彦 文書課
〃 山本　明子 人文学部事務室

（敬称略）

※本学学生のことであれば、ご家族や教職員からの相談も受け付けています。

 専門のカウンセラーが学生の皆さんからの相談に応じます。 
 相談内容の秘密は守りますので、安心してお越しください。 

　どんな相談でも結構です。一人で悩まずに、ヒューマンディベ
ロップメントセンターに来てみませんか？個別相談だけではなく、
少人数の体験型活動も実施しています（授業期間のみ）。
　まずはお電話でお問い合わせください。

学生部事務室棟 3 階
（1 階に学生課のある建物 ）

無料費用

場所

月・水・木・金／ 9:30 〜 16:00
 　　 火　　　／ 9:30 〜 18:30

相談
時間

公式 Twitter

＠HD98374815 
でも情報を発信し
ています。

人間関係が
うまくいかない

授業に出るのが
おっくう etc...

予定の管理が
うまくいかない

単位のことが
心配

朝起きられないこころ
の

整理

所　属 学部/学年 氏　名 大会名及び種目 結　果
陸上競技部 人文学部/4年次 兒玉　　芽生 東京2020オリンピック競技大会　女子 4×100mリレー 出場

柔道部 法学部/4年次 坪根　菜々子 2021年全日本選抜柔道体重別選手権大会　女子 52㎏級 第1位
- 経済学部/4年次 藤本　　  繁 令和3年度　公認会計士試験 合格

陸上競技部 スポーツ科学部/3年次 安立　　雄斗 第105回日本陸上競技選手権大会　男子 三段跳 第2位
陸上競技部 スポーツ科学部/4年次 上田　　百寧 東京2020テストイベント READY STEADY TOKYO　女子 やり投 第1位

令和 3 年度給費奨学金（ 二号 ）授賞者

学友会名 学部/学年 氏　名 大会名及び種目 結　果

陸上競技部

人文学部/4年次 兒玉　　芽生 第90回日本学生陸上競技対校選手権大会　女子 100m、200m 第1位、第3位

スポーツ科学部/4年次 上田　　百寧
東京2020テストイベント READY STEADY TOKYO　女子 やり投 第1位
第90回日本学生陸上競技対校選手権大会　女子 やり投 第2位

スポーツ科学部/3年次 安立　　雄斗 第90回日本学生陸上競技対校選手権大会　男子 三段跳 第2位
スポーツ科学部/2年次 永島　　将貴 第90回日本学生陸上競技対校選手権大会　男子 走高跳 第2位

スポーツ科学部/1年次 アツオビン ジェイソン 第90回日本学生陸上競技対校選手権大会　男子 砲丸投 第1位
（U20日本新記録）

柔道部 スポーツ科学部/4年次 中原　　 爽 2021年度全日本学生柔道体重別選手権大会　女子 78㎏超級 第2位
レスリング部 経済学部/2年次 吉川　かりん 令和3年度全日本学生レスリング選手権大会　女子 65㎏級 第3位

個人の部（全国大会 3 位以上等）

令和 3 年度課外教育活動成績優秀者

学友会名 大会名及び種目 結　果

陸上競技部（短距離女子） 第90回日本学生陸上競技対校選手権大会　女子 4×100mリレー 第1位
（日本学生記録）

柔道部（女子） 2021年度全日本学生柔道優勝大会　女子 5人制団体 第2位
新体操競技部（男子） 第73回全日本学生新体操選手権大会　男子 団体総合 第3位

モーターボート・水上スキー部（男子） 第66回全日本学生水上スキー選手権大会　男子 団体総合 第2位

団体の部（全国大会 3 位以上等）

各方面で目覚ましい功績を挙げた学生を表彰　－課外教育活動成績優秀者－

　令和4年3月10日（木）、「福岡大学給費奨学金（二号）授与式」および「学友会課外教育活動
成績優秀者表彰式」を行いました。「福岡大学給費奨学金（二号）」は、課外教育活動において特異
な能力を発揮し、優れた業績を示した者に対して奨学金を授与する制度で、今回は5人に授与さ
れました。「学友会課外教育活動成績優秀者表彰」は、課外教育活動を通じて優秀な成績を修めた
学生を半期ごとに表彰する制度で、今回は団体の部で4団体、個人の部で7人が表彰されました。

※学部・学年は表彰時のもの
※敬称略

附属校だより

　令和3年12月下旬に行われた「ウインター
カップ2021」で、大濠高校バスケットボール部
が28年ぶり3回目の優勝を達成しました。
　初戦から強豪校との対戦が続いた本大会。片峯
聡太監督が「試合を重ねるごとに選手が成長して
くれた」と話すよ
うに、激戦の末に
ゲームをものに
し、見事栄冠に輝
きました。

　本学が主催する「第17回全国高校生川柳コンクー
ル」で、若葉高校の松田梨瑚さんが11,981作品の
中から見事大賞（福岡大学長賞）に選ばれました。
　受賞作品は、「微笑む目 マスク越しでも わか
るもの」。松田さんは、「コロナ禍でも、お互いに
目を見れば伝わってくるも
のがある。いつかマスクを
つけずに笑える日々が戻っ
てくることを願っていま
す」と話しました。

バスケットボール部が 28 年ぶり
3 回目のウインターカップ制覇

全国高校生川柳コンクールで
若葉生が見事大賞に輝く

大濠高校 若葉高校

　 福 岡 大 学 の 歴 史 は、昭 和9
（1934）年の福岡高等商業学校 
の創立に始まります。今年、創立
88周 年を 迎 えます。5月21日
は、第1回入学披露式が行われた
日です。

5月21日は
福岡大学の
創立記念日です

川柳コンクール HP

第１回入学披露式の様子
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